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生産者への感謝の気持ちを育む生産者への感謝の気持ちを育む
　10月4日、　10月4日、南部中学校1年生による農業体験が行われまし南部中学校1年生による農業体験が行われまし
た。13人の生徒が町内農家の園地を訪れ、リンゴを回転さた。13人の生徒が町内農家の園地を訪れ、リンゴを回転さ
せ日光をまんべんなく当てる「玉回し」に挑戦したり、梨せ日光をまんべんなく当てる「玉回し」に挑戦したり、梨
の収穫を体験。農家の苦労を学び、地域の産業への理解をの収穫を体験。農家の苦労を学び、地域の産業への理解を
深めました。深めました。
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一般会計の歳入は129億7616万円。前年度に比べて8.7%の増となりました。

町民一人あたりに納めていただいた町税の額　10万1437円
（町税17億567万円÷令和5年3月末人口　1万6815人）

町税（13.2%）
17億567万円

町税の内訳
町民税　　　�6億1278万円
固定資産税　�9億2210万円
軽自動車税　　 �7557万円
たばこ税　　　� 9522万円

繰入金(14.3%)　18億5723万円
諸収入(1.1%)　� 1億3957万円
繰越金(0.9%)　� 1億1754万円

その他収入(4.2%)　5億3994万円地方交付税（38.3%）
49億7588万円

町債（4.7％）
6億1401万円

国・県支出金（18.8%）
24億4168万円

地方譲与税・交付金(4.5%)
5億8464万円

自主財源
　町税や町の施設使用料、手数料など、町が自ら徴収できる財源。

依存財源
　国が自治体に交付する地方交付税や、国・県などからの補助金。
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実質収支比率

13.4％
（昨年度より6.3ポイント増）

　歳入から歳出を差し
引いた差額から翌年度
に繰り越すべき一般
財源を控除した額（実
算収支）の標準財政規
模に対する割合。

財政力指数

0.29
（昨年度より0.01ポイント増）

　通常必要とする支
出額に対し、標準的
に収入される町税な
どの割合で、数値が
大きいほど財政的に
余裕があることを示
す指数。

経常収支比率

82.9％
（昨年度より0.7ポイント増）

　町税や交付税など
の経常的一般財源収
入に、人件費などの
経常経費がどの程度
占めているかを表す
比率で、財政構造の
弾力性を判断する指標。

歳入
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一般会計の歳出は120億6477万円。前年度に比べて、5.6％の増となりました。

町民一人あたりに使われた額　71万7500円
（歳出額120億6477万円÷令和5年3月末人口　1万6815人）

歳出
  （目的別）

総務費（19.3%）　23億3083万円

民生費（25.2%）　30億3589万円

衛生費（8.4%）　10億1773万円

農林水産業費（6.2%）　7億5129万円

公債費（10.3%）　12億3686万円

その他（商工費など）（6.8%）　8億1419万円

歳出
  （性質別）

土木費（6.2%）　7億5162万円

消防費（4.2%）　5億1128万円

教育費（13.4%）　16億1508万円

人件費（12.4%）　14億9111万円

扶助費（14.7%）　17億7399万円

公債費（10.2%）　12億3686万円

物件費（16.5%）
19億8625万円

補助費等（15.1%）
18億2656万円

積立金（5.6%）
6億7684万円

操出金（12.2%）
14億6654万円

その他（維持補修費など）（1.4%）
1億7161万円

普通建設事業費ほか（11.9%）
14億3501万円

義務的経費
37.3%

経常的・その他の経費
50.8%

投資的経費
11.9%

基金残高

　基金には、財源不足を補うため
の財政調整基金や地方債の返済を
計画的に行うための減債基金など
があります。

返済が2年以上にわたる借入金
を地方債といいます。借入金の残
高は、町が発行する地方債（借金）
の年度末時点における未償還元金
の残高合計額です。

66億8556万円
（昨年度より2億5575万円減）

　地方公共団体の標準的な状態
で、通常収入されるであろう一般
財源の規模の大きさを示す指標
で、各収支比率等の財政指標の分
母となる数値。

借入金の残高 標準財政規模

100億円 その他基金
55億646万円

その他基金
58億3083万円

減債基金
32億4172万円

減債基金
30億9844万円

令和3年度
119億6048万円

令和4年度
111億7464万円

200億円

100億円
一般会計
123億5492万円

一般会計
129億3043万円

特別会計
42億2777万円

特別会計
42億8594万円

令和3年度
172億1637万円

令和4年度
165億8269万円

財政調整基金
28億8793万円

財政調整基金
25億6974万円

50億円
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一般会計の主な事業と決算額
　どんな事業にどれぐらいのお金が使われたのか、
総合振興計画の6つの柱ごとにお知らせします。

産業振興で活力と交流に満ちたまち 
商工業振興事業 2億9446万円
農業振興事業 2億6704万円
観光施設管理事業 2億5554万円
農村整備事業 9869万円
観光振興事業 4650万円
地方創生推進事業 1153万円

保健・医療・福祉が充実して安全・安心・快適に暮らせるまち
児童福祉事業 10億1707万円
老人福祉事業 7億5342万円
障害者福祉事業 7億1137万円
消防・防災事業 5億1128万円
道路橋りょう新設・維持改修事業 4億8190万円
健康診査・予防接種事業 2億205万円
地域交通対策事業 1億2827万円
災害対策事業 4990万円
町営住宅管理･建設事業 3680万円

環境と共生して幸せを実感できるまち
下水道事業繰出金 3億6405万円
環境整備事務組合負担金 3億3523万円
ゴミ収集運搬事業 5453万円
公園管理事業 1581万円

計画的・効率的な行財政運営を目指すまち
公共施設整備基金の積立 2億6150万円
地籍調査事業 207万円

明日を担う人を育て一人ひとりの個性を活かすまち
保健体育施設管理運営事業 3億8405万円
小・中学校管理･教育振興事業 2億4161万円
文化財保護事業 1億3398万円
公民館等管理運営事業 3138万円
語学指導外国青年招致事業 1584万円

協働と参画により町民が主役になるまち
地域振興基金の積立 3億9539万円
自治振興事業 7999万円
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健全化判断比率等の公表 「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に
基づき、町の財政状況を判断するための指標を
公表します。

健全化判断比率 資金不足比率
　健全化判断比率とは、町の財政状況の健全度を示す
比率で、早期健全化基準の範囲内で運営することが望
ましいとされています。

区分 健全化判断比率 早期健全化基準
実質赤字比率 － 14.16%
連結実質赤字比率 － 19.16%
実質公債費比率 7.60% 25.00％
将来負担比率 － 350.00％

※実質赤字額および連結実質赤字額がない場合は、
「－」で表示しています。

実質赤字比率
　普通会計で、どれくらい赤字があるかの比率です。
　（歳入より歳出が多ければ赤字となります）
連結実質赤字比率
　町全体で、どれくらい赤字があるかの比率です。
　（歳入より歳出が多ければ赤字となります）
実質公債費比率
　借金の返済のためのお金が、通常見込まれる収入に占める額

の比率です。
将来負担比率
　将来負担しなければならないお金が、通常見込まれる収入に

占める額の比率です。

　資金不足比率とは、普通会計などの実質赤字に相当
するもので、公営企業会計ごとに資金の不足額が事業
の規模に対してどの程度あるかを示すものです。

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準

病院事業会計 － 20.00%

公共下水道事業
特別会計 － 20.00%

農業集落排水事業
特別会計 － 20.00%

町営地方卸売市場
特別会計 － 20.00%

※資金不足がないため、「－」で表示しています。

　令和4年度決算に基づく健全化判断比
率および資金不足比率は、いずれも健
全であることを示しています。

特別会計決算 特別会計とは、特定の事業を行うために一般会計とは別にして、経費を管
理するための会計です。特別会計の決算状況をお知らせします。

会計名 決算額および前年比
歳入決算額 前年比％ 歳出決算額 前年比％

学校給食センター特別会計 1億8159万円 △7.1 1億8159万円 △7.1
農林漁業体験実習館事業特別会計 7852万円 19.1 7837万円 19.0
国民健康保険特別会計 21億4355万円 △5.9 21億4199万円 △5.8
介護保険特別会計 28億2327万円 △0.6 27億1718万円 △0.7
介護サービス事業特別会計 491万円 6.3 491万円 6.3
後期高齢者医療特別会計 2億6239万円 3.5 2億6238万円 3.5
病院事業会計 10億7430万円 △7.4 12億  621万円 2.0
公共下水道事業特別会計 4億3423万円 56.8 4億1685万円 63.5
農業集落排水事業特別会計 3億    35万円 34.5 3億    35万円 34.5
町営地方卸売市場特別会計 24億6186万円 △19.1 24億6137万円 △19.0
大字上名久井財産区特別会計 5068万円 △3.2 50万円 △88.1
大字平財産区特別会計 337万円 1.2 13万円 62.5
大字平字下平外14字財産区特別会計 1856万円 1.1 160万円 △8.6
大字下名久井字田端外17字財産区特別会計 2730万円 △2.2 163万円 △19.7
大平財産区特別会計 622万円 6.9 30万円 66.7
名久井岳財産区特別会計 2365万円 3.4 131万円 △16.6

合計 98億9475万円 △5.5 97億7667万円 △4.5
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力強い唄声と華麗な舞　腕前を競う
南部七唄七踊り全国大会

10月8日、町民ホール「楽楽ホー
ル」で南部七唄七踊り全国大会を開
催。町内外から出場した53人が自慢
の唄や踊りを競い合いました。

参加者は華麗な唄と踊りを披露
し、約400人の来場者で埋まった客
席からは大きな拍手が送られました。

町内の入賞者は、七踊りの大人の
部で川守田しずくさんが2位、同子
どもの部で小山田結南さんが2位、
七唄の中・高生の部で松原佑奈さん
が優勝、同小学生の部では、佑奈さ
んの妹の松原伶奈さんが優勝に輝き
ました。

災害対応と協力体制を確認
南部町総合防災訓練

10月15日、災害に対する相互協力体制の確立
や町民の防災意識の高揚を図ることを目的に、
防災訓練を開催。自主防災組織や消防、自衛隊
などの防災関係機関が参加しました。

訓練は、震度6強の地震が発生し、前日から
の豪雨によって馬淵川の氾濫と土砂災害が起こ
る複合災害の想定で実施。屋外への避難誘導や
ドローンによる被害状況の偵察、自主避難所の
開設などの実践的な訓練のほか、災害関係事業
者による資機材の展示などが行われました。

自主防災会として参加した夏堀由美子さん（苫
米地）は「災害が起こったら、一人暮らしの方
を気にかけるなど、地域で協力しあって対処し
たいと思います。町内会でも訓練を行っている
ので、これからも続けていきたい」と話しました。

10月4日から八戸消防署に配置された最新鋭のはしご車に
よる要救助者救出訓練

七踊り�大人の部・川守田しずくさん 七踊り�子どもの部・小山田結南さん

七唄�中・高生の部・松原佑奈さん 七唄�小学生の部・松原伶奈さん
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町の部で健闘　第3位に輝く
第31回青森県民駅伝競走大会

9月3日、青森市のアスパムを出発点とし、カ
クヒログループアスレチックスタジアムを終点
とした特設コースで、第31回青森県民駅伝競走
大会が開催されました。

4年ぶりに公道で開催された本大会では、当
町の選手が全身全霊を尽くして走り抜け、2区
間において町の部区間賞を獲得。町の部第3位、
総合第11位という成績を収めました。
「町の部優勝」という目標は達成できませんで

したが、各選手の力走が光り、次回以降に希望
をつなぐ大会となりました。

スポーツの秋を楽しむ
第17回南部町民運動会

10月1日、ふるさと運動公園陸上競技場を初
会場に、第17回南部町民運動会を4年ぶりに開
催。秋晴れのもと、子どもから大人までの参加
者約700人が汗を流し、交流を深めました。

優勝争いは毎年熱戦を繰り広げる杉沢チーム
とあかねチームが接戦を展開。閉会式で両チー
ムの総合得点が同点と発表されると、どよめき
が起こりました。最後は1位獲得数の差で順位
が決まり、杉沢チームが大会3連覇を飾りました。 優勝した杉沢チームのメンバー

南部町選手団のメンバー

100歳の長寿を祝福
上田せつさんに敬老祝金

8月31日生まれの上田せつさん（福田）が
100歳の誕生日を迎えられ、町から敬老祝金が
贈られました。

誕生日当日は自宅で娘さんが見守るなか、工
藤町長が「おめでとうございます」と、お祝い
の言葉をかけながら敬老祝金や記念品などを手
渡しました。

上田せつさん、お誕生日おめでとうございま
す。これからも元気で長生きしてください。 100歳の誕生日を迎えられた上田さん㊨
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敬老会が開かれました 新年互礼会

あたたかい善意に感謝します
　10月4日、八戸法人会三戸支部（石亀和郎支
部長）が図書カード3万円分を寄附してくださ
いました。　
　寄附に訪れた中村正寿副支部長は「本を読む
ことは社会人になってからも役立ちます。読書
を大切にして、学校で役立ててほしい」と話し
ました。

町では10月6日、町民体育館を会場に4年ぶり
となる南部町敬老会を開催。当日は75歳以上の
対象者の方や来賓など約230人が出席し、長寿
を祝いました。

式典では、工藤町長の祝辞の後、100歳到達
者や88歳到達夫婦、スポーツ・文化等の功労者
への顕彰状が工藤町長から伝達されました。

アトラクションでは、木村社中月美会による
手踊りが披露され、参加者は楽しいひとときを
過ごしていました。

　町の功労者や関係団体の代表者、町関係者な
どが一堂に会し、新年を祝う式典を開催します。
日時　令和6年1月5日（金）
　　　式典：11時～　祝宴：12時～
会場　いちょうホール
祝宴会費　2500円
※当日会場で徴収しますので、釣り銭のないよ

うご協力をお願いします。
申込み　�12月1日（金）までに、総務課または

各支所窓口へお申し込みください。
問合せ　総務課　☎0178-76-2111

図書カードを手渡す中村副支部長㊧

　10月4日、明治安田生命保険相互会社八戸支
社（齋藤浩二郎支社長）が、南部町を応援した
いという従業員からの募金に、同社の拠出金を
合わせた20万5000円を寄附してくださいました。
　同社が行う「私の地元応援募金」の一環で、
齋藤支社長は「地域活性化やスポーツ振興に役
立ててもらえれば」と話しました。

目録を手渡す齋藤支社長（左から2人目）

工藤町長㊨から顕彰状が伝達されました
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南部町子育て世代包括支援センター

ぴよすくのじかん

子育て通信
おいでよ ! 子育て支援センター
福地こども園　　　　　　　☎0178-51-9756

わくわくひろば（体験活動）
金曜日/9時30分～11時

11月10日　絵本を楽しみましょう
11月17日　運動あそび
11月24日　紙であそぼう
12月8日　��つみきあそび

つどいのひろば（自由活動）
水曜日/9時30分～11時

11月8・15・22・29日
12月6日

子育てサークル にこちゃんクラブ
月曜日/10時～12時

11月13・20・27日
12月4日

なんぶこども園　　　　　　☎0179-23-0505

こすもすクラブ（体験活動）
水曜日/9時～12時

11月8日　��おもちゃを作ろう
11月15日　誕生会
12月6日　��粘土あそび
12月13日　シールであそぼう

サークルちびこす（自由活動）
火・木曜日/9時～14時

11月7・9・14・16日
12月5・7・12・14日

チェリーこども園　　　　　☎0178-51-8585

ぴっぴクラブ ※要予約
木曜日/9時30分～11時

11月9日　��七五三
11月15日㈬　七五三お祝い会に参加
11月30日　�保健講座
12月7日　���お絵描き

認定こども園 あかね幼稚園　　☎0178-76-1801
ハッピークラス ※要予約
火曜日/10時～11時30分

12月5日　わらべうた・ベビーマッサージ
12月12日　クリスマスグッズ作り

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談乳幼児健康診査、乳幼児健康相談 問合せ問合せ　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100　健康こども課（健康センター）　☎0178-60-7100
種別種別 対象者対象者 実施日実施日 受付時間受付時間 場所場所

3歳児健康診査 R2.3～R2.4生 11月16日（木） 11時45分～12時20分
健康センター乳児健康診査 R5.6～R5.8生 12月7日（木） 12時15分～12時45分

4歳児健康相談 H31.4～R1.5生 12月12日（火） 12時30分～12時45分・14時～14時15分

乳幼児予防接種乳幼児予防接種 実施している予防接種：B型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・二種混合・実施している予防接種：B型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・BCG・MR・水痘・日本脳炎・二種混合・
　　　　　　　　　　��ヒトパピローマウイルス・ロタウイルス　　　　　　　　　　��ヒトパピローマウイルス・ロタウイルス

医療機関名医療機関名 曜日・受付時間曜日・受付時間 予約予約 その他その他
南部町医療センター 毎週　金曜日　 13時～13時20分 全種類 BCG　11月10日㈮、12月8日㈮

南部病院 月・火・水曜日　15時～17時
土曜日　　　　　��9時～11時 全種類 BCGは行っていません

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日 � 9時～11時　15時～17時
木・土曜日　　　　 � 9時～11時 全種類 BCG　11月8日㈬、12月13日㈬

かわむら内科クリニック
月・火・木・金曜日 � 9時～11時30分
　　　　　　　　　 14時～17時30分
水・土曜日　　　　 � 9時～11時30分

ロタウイルス、
ヒトパピローマウイルス
二種混合

はらだクリニック 月・水・金曜日　　 � 9時～12時　15時～17時
火・木・土曜日　　 � 9時～12時 全種類 ロタウイルスは行っていません

スワンクリニック 月・火・水曜日　　 � 9時～11時
金曜日　　　　　　 � 9時～11時　14時～17時 全種類

※実施している予防接種のなかで、予約が必要なものを記載しています。上記以外のものは、予約なしで受けられます。

11月は児童虐待防止推進月間
児童虐待とは
▶身体的虐待　殴る、蹴る、叩く
▶性的虐待　子どもへの性的行為、性的

行為を見せる　
▶ネグレクト　食事を与えない、不潔に

する、病院に連れていかない　
▶心理的虐待　暴言、無視、兄弟間での

差別的扱い、家庭内での暴力・暴言を
見せる

｢体罰｣ は法律で禁止されています
たとえ保護者が ｢しつけ｣ と思っても、

｢叩く・蹴る｣ ｢閉じ込める｣ 等子どもを
傷つける行為は許されません。

虐待を受けていると思われる子どもを
見つけたり、子育てに悩んだりしたときは、
下記の窓口に連絡してください。連絡し
た人の秘密は守られます。あなたの一報
で救われる子どもがいます。
問合せ　▶児童相談所全国共通ダイヤル
　　　　　189（いち・はや・く）
　　　　▶健康こども課（健康センター）
　　　　　☎0178-60-7100
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30歳代の国保の皆さん　今年度の健診は受診されましたか？

令和6年4月入園　認定こども園等の園児を募集します

施設区分 支給認定の申請および施設の利用申込み 参考　町内にある施設提出先 時期

保育施設
▶保育所
▶認定こども園
　（保育）

▶健康こども課
　（健康センター）
▶住民生活課
▶福地支所
▶南部支所

▶申込書配布開始日
　11月6日（月）
▶申込期間
　11月13日（月）～
　令和6年1月5日（金）

▶チェリーこども園 (社会福祉法人 未萌会)
　☎0178-51-8585
▶なんぶこども園 (社会福祉法人 未萌会)
　☎0179-23-0505
▶福地こども園 (社会福祉法人 青い海の会)
　☎0178-51-9756
▶認定こども園あかね幼稚園 (学校法人 高渕学園)
　☎0178-76-1801

教育施設
▶幼稚園
▶認定こども園
　（教育）

利用希望施設

※募集時期等は各園によっ
て異なるため、利用希望
施設にお問い合わせくだ
さい。

問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

提出書類
▶支給認定（現況）申請書兼保育利用申込書
▶世帯の状況を証明する書類（ひとり親、障がい者
（児）と同居等の場合）

▶保育の必要な理由を証明する書類（就労証明等）
▶提出者の個人番号（マイナンバー）の確認ができ

る書類（個人番号カードなど）
▶利用者負担額（保育料）を決定するための書類（令

和5年1月1日に南部町にお住まいの方は不要）
　⇒市町村民税課税額がわかる書類
　　（令和5年度所得課税証明書など）
※詳細は申込書の説明資料をご確認ください。

現在通園している園児の申込み（年長児を除く）
▶保育施設（保育所・認定こども園（保育））の方
　町内施設の利用者には施設を通じて、町外施

設の利用者には、11月中旬に郵送でご案内し
ます。

▶教育施設（幼稚園・認定こども園（教育））の方
　手続きについては、現在通園している施設へ

お問い合わせください。

未来の自分を育てる30代　健康こそ最高の投資
町では、若い世代の生活習慣病予防や健康意

識向上など、健康づくりの一環として、30歳代
の国保加入者の皆さんを対象に、町独自に「健
康診査事業」を実施しています。

生活習慣病の発症や重症化を予防するために
は、まず「自分の体の状態を知ること」が重要
です。ぜひ1年に1回、健診を受けましょう。

健康診査　�問診、身体測定、腹囲測定、血圧測
定、医師の診察、尿検査、血液検査、
心電図　など

申込方法　�ご希望の健診機関へ、直接電話でお
申し込みください。

問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100

健診機関 電話番号 実施期限 自己負担額
南部町医療センター 0178-76-2001

令和6年3月 1000円
南部病院　※11月から開始 0179-34-3131
八戸西健診プラザ 0178-21-1717
八戸市総合健診センター 0178-70-5563
五戸町健診センター 0178-62-5510 令和6年2月

※受付時間などの詳細は、各
健診機関へお問い合わせく
ださい。
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達者de 健康相談　～今より “達者”な自分のために～

インフルエンザ予防接種助成事業

開催日　11月6日（月）・20日（月）
　　　　12月4日（月）・18日（月）
時間　9時30分～12時・13時30分～17時
　　　（受付は16時まで）
※当日16時までにお電話で予約してください。
※17時以降に利用を希望される方は、前週金

曜日までにご相談ください。
場所　健康センター2階　運動指導室
内容　�健康・栄養相談、血圧・体組成（体脂肪・

筋肉量）・血管年齢・内臓脂肪量（20歳～
74歳対象）測定、健康器具の利用　等

　健康センターでは毎月、健康相談を開催して
います。血圧などの測定や健康器具（ルームラ
ンナー、エアロバイク）を利用した運動指導を
受けて、生活習慣の改善に向けた一歩を踏み出
してみませんか？
※相談は無料で受けることができます。
※各種測定をする場合、1人45分程度となります。
※健康器具の利用は、1回20分以内となります。
※直近の健診結果票をご持参ください。

問合せ・申込み　�健康こども課（健康センター）
　　　　　　　　☎0178-60-7100

高齢者インフルエンザ予防接種
対象者（10月31日現在）
▶65歳以上の方（昭和33年10月31日以前に生ま

れた方）
▶心臓や腎臓、呼吸器に身体障害者手帳1級の

障害がある60歳以上の方
※対象者には、10月にご案内を送付しています。
接種期限　令和6年1月31日（水）
接種料金（自己負担額）　1000円
　　　　　　　　　　　（生活保護受給者は無料）
※入院・入所、その他事情により町内の指定医

療機関で接種できない方は、入院中の病院や
入所中の施設、町外の医療機関でも予防接種
を受けることができます。料金を全額支払っ
た後で、町へ申請書類を提出することにより、
接種費用の一部をお返しします。

子どもインフルエンザ予防接種
対象者
　生後6か月～18歳（高校3年生相当）までのお

子さん（平成17年4月2日～令和5年6月30日生
まれのお子さん）

※対象者には、10月にご案内を送付しています。
接種期限　令和6年1月31日（水）
助成（接種）回数　▶生後6か月～12歳／2回
　　　　　　　　　▶13歳以上／１回
接種料金（自己負担額）　接種1回につき1000円
� （生活保護受給者は無料）
※この予防接種は定期の予防接種とは異なり、

予防接種法に基づかない任意の予防接種です。
※スワンクリニックでの子どもインフルエンザ

予防接種は、予約が必要です。
※町外のかかりつけ医などでも予防接種を受け

ることができます。料金を全額支払った後で、
町へ申請書類を提出することにより、接種費
用の一部をお返しします。2回接種の方は、2
回分をまとめて申請してください。

町内指定医療機関 電話番号
南部町医療センター 0178-76-2001
南部病院 0179-34-3131
スワンクリニック 0179-23-0805
川守田外科胃腸科 0178-75-0898
かわむら内科クリニック 0178-84-3111
はらだクリニック 0178-60-1661

問合せ　健康こども課（健康センター）
　　　　☎0178-60-7100
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連携中枢都市圏の取り組みを紹介します！⑤
八戸圏域文化財魅力発信事業

圏域内の文化財の魅力を広く発信し、認知度
の向上を図るため、遊びながら楽しく文化財を
学べる「文化財バトルカード」を配布するほか、
各市町村の文化財の情報を集約したホームペー
ジを公開しました。
問合せ
▶八戸市社会教育課
　☎0178-43-9465
▶八戸市政策推進課
　（連携中枢都市圏全般）
　☎0178-43-9248

文化財バトルカード
▶カードは全部で42枚
▶それぞれのカードには、文化財の写真や説

明、バトルで使えるレア値や特技（特殊効果）
を掲載

▶圏域内の20施設で無料で配布中
※数量限定のため、配布
　状況はQRコードから
　ご確認ください。

親しくても、許されない。
11月12日から25日は「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

暴力は、親しい間柄であっても、どんな場合で
も決して許されるものではありません。

配偶者や恋人、パートナーなどからの暴力（DV）、
性犯罪・性暴力、セクシャルハラスメント、ストー
カー行為などは、重大な人権侵害にあたります。

ひとりで悩まず、相談窓口をご利用ください。

配偶者暴力相談支援センター 017-781-2000
　月～金　8時30分～20時　／　土・日・祝　9時～18時

DVホットライン
（青森県女性相談所内）

0120-8
はなして

7-3
み れ ば い い

081　緊急通報専用・24時間対応
　　　　　　　　　　※チャット相談は10か国語対応

DV相談+ 0120-2
つ な ぐ

79-8
は や く

89　24時間受付・通話無料

DV相談ナビ ♯8
は れ れ ば

008　最寄りのDV相談支援センターにつながります
性暴力被害者相談支援センター

りんごの花ホットライン 017-777-8349　月～金　9時～17時
　土・日・祝・年末年始は、国のコールセンターにつながります

ワンストップ支援センター ♯8
はやくワンストップ

891　最寄りのワンストップ支援センターにつながります

町福祉介護課 0178-60-7101
　月～金　8時15分～17時（土・日・祝・年末年始は除く）
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従業員の個人住民税は「特別徴収」が義務づけられています

後期高齢者医療被保険者の皆さんへ

コミュニティ助成事業で防災備品を整備
苫米地中町内自主防災会では、コミュニティ

助成事業を活用し、苫米地コミュニティ防災セ
ンターにポータブルトイレや移動式かまど等の
災害救助用の備品（200万円相当）を整備しました。

本事業は、地域コミュニティ活動の充実や強
化を図り、地域社会の発展と住民福祉の向上に
寄与することを目的としています。
コミュニティ助成事業とは？

宝くじの社会貢献広報事業として、コミュニ
ティ活動に必要な備品や集会施設の整備などに
対し助成を行い、地域コミュニティ活動の充実
や強化を図ることにより、地域社会の健全な発
展と住民福祉の向上に寄与するものです。
問合せ　企画財政課　☎0178-38-5960 コミュニティ助成事業を活用し整備した移動式かまど

新たに後期高齢者医療制度に加入された
方の保険料の納め方
保険料は年金からの天引き（特別徴収）

が原則ですが、新たに後期高齢者医療制
度に加入された方は、年金からの天引き
が開始されるまでの間は納付書で納めて

いただくことになります。
口座振替を希望される場合は手続きが

必要です。これまで国民健康保険税を口
座振替で納めていた方も、改めて手続き
が必要です。
問合せ　税務課　☎0178-38-5962

所得税の源泉徴収義務がある事業主は、個人
住民税（町民税と県民税をあわせた地方税のこ
と）についても、事業主が従業員に代わり毎月
支払う給与から税額を引き去り納める「特別徴
収」が義務づけられています。

事業主は、来年1月末までに、対象となる従
業員の分について、給与支払報告書を特別徴収
として町に提出してください。

県と町では、個人住民税の特別徴収制度の周

知と徹底に取り組んでいます。皆さんのご理解
とご協力をお願いします。
対象　�前年中に給与の支払いを受け、かつ当年

の4月1日において給与の支払いを受けて
いる従業員

問合せ
▶税務課　☎0178-38-5962
▶三八地域県民局　県税部　納税管理課
　☎0178-27-5111
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諏訪ノ平・赤石線（　　　　南部小・中学校）

バス停
下校

➡

バス停
下校

水 月火木金 冬 月火木金 夏 月火木金 水 月火木金 冬 月火木金 夏 月火木金

南部小学校発 14:16 15:11 15:01 16:01 - - 南部小学校発 14:16 15:11 15:01 16:01 - -
南部中学校着 ↓ 15:13 ↓ 16:03 18:09 18:39 南部中学校着 ↓ 15:13 ↓ 16:03 18:09 18:39
南部中学校発 ↓ 15:25 ↓ 16:08 18:11 18:41 南部中学校発 ↓ 15:25 ↓ 16:08 18:11 18:41
町民体育館 14:17 15:26 15:02 16:09 18:12 18:42 町民体育館 14:17 15:26 15:02 16:09 18:12 18:42

沖田面 14:19 15:28 15:04 16:11 18:14 18:44
沖田面公民館 14:19 15:28 15:04 16:11 18:14 18:44
なんぶこども園 14:20 15:29 15:05 16:12 18:15 18:45

玉掛 14:20 15:29 15:05 16:12 18:15 18:45 玉掛 14:21 15:30 15:06 16:13 18:16 18:46
諏訪ノ平 14:22 15:31 15:07 16:14 18:17 18:47 諏訪ノ平 14:23 15:32 15:08 16:15 18:18 18:48
相内町内会館前 14:27 15:36 15:12 16:19 18:22 18:52 相内町内会館前 14:28 15:37 15:13 16:20 18:23 18:53
諏訪ノ平 14:32 15:41 15:17 16:24 18:27 18:57 諏訪ノ平 14:33 15:42 15:18 16:25 18:28 18:58
玉掛 14:34 15:43 15:19 16:26 18:29 18:59 玉掛 14:35 15:44 15:20 16:27 18:30 19:00
なんぶこども園 14:35 15:44 15:20 16:27 18:30 19:00 なんぶこども園 14:36 15:45 15:21 16:28 18:31 19:01
赤石 14:36 15:45 15:21 16:28 18:31 19:01 赤石 14:37 15:46 15:22 16:29 18:32 19:02
上野平 14:38 15:47 15:23 16:30 18:33 19:03 上野平 14:39 15:48 15:24 16:31 18:34 19:04
牧野平 14:40 15:49 15:25 16:32 18:35 19:05 牧野平 14:41 15:50 15:26 16:33 18:36 19:06
湧口 14:41 15:50 15:26 16:33 18:36 19:06 湧口 14:42 15:51 15:27 16:34 18:37 19:07
小波田 14:42 15:51 15:27 16:34 18:37 19:07 小波田 14:43 15:52 15:28 16:35 18:38 19:08
上小波田 14:43 15:52 15:28 16:35 18:38 19:08 上小波田 14:44 15:53 15:29 16:36 18:39 19:09

※冬：11月～3月　　夏：4月～10月

変更内容　学校発→町民体育館　以後、「玉掛」区間までの運行ルート変更
変更前　国道経由（沖田面） 　→　玉掛
変更後　沖田面の旧道を経由（沖田面公民館→なんぶこども園）　→　玉掛

麦沢線（　　　　福地小・中学校）

バス停 登校

➡

バス停 登校 バス停 登校

➡

バス停 登校

麦沢第３ 7:19 麦沢第３ 7:19 片岸 7:26 片岸 7:26
麦沢第１ 7:21 麦沢第１ 7:21 バーデハウス通り 7:30 バーデハウス通り 7:30
高橋第１ 7:29 高橋第１ 7:29 法円寺通 7:30 法円寺通 7:30
小泉 ↓ 7:31 小泉 ↓ 福地支所前④ 7:31 福地支所前④ 7:31
小泉前明戸 ↓ 7:32 小泉前明戸 ↓ 7:32 苫米地駅通り 7:33 苫米地駅通り 7:33
高橋第２ ↓ 7:33 高橋第２ ↓ 7:33 福地支所前② 7:34 福地支所前② 7:34
高橋 7:30 ↓ 高橋 7:30 ↓ ゆとりあ前 7:35 ゆとりあ前 7:35
下苫米地 7:32 7:35 下苫米地 7:32 7:35 福地小学校着 7:36 福地小学校着 7:36
福地支所前① 7:33 7:36 福地支所前① 7:33 7:36 福地小学校発 7:38 福地小学校発 7:38
ゆとりあ前 7:34 7:37 ゆとりあ前 7:34 7:37 福田集会所 7:39 福田集会所 7:39
福地小学校着 7:35 7:38 福地小学校着 7:35 7:38 福田 7:39 福田 7:39
福地小学校発 7:37 7:40 福地小学校発 7:37 7:40 間ノ原 7:40 間ノ原 7:40
福田集会所 7:38 7:41 福田集会所 7:38 7:41 福地中学校通り 7:41 福地中学校通り 7:41
福田 7:38 7:41 福田 7:38 7:41 福地中学校 7:42
間ノ原 7:39 7:42 間ノ原 7:39 7:42
福地中学校通り 7:40 7:43 福地中学校通り 7:40 7:43

福地中学校 7:41 7:44

変更内容　
終点の変更　福地中学校通り　→　福地中学校（上記3系統いずれも変更）
起点の変更　小泉（7:31）　　→　小泉前明戸（7:32）

登校便

下校便
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なんぶちぇりバス　12月1日 から運行内容を変更 します
問合せ　企画財政課　☎0178-38-5960

4月1日に行われた町内小中学校の統廃合に伴い、なんぶちぇ
りバスが児童・生徒の登下校手段となっているところですが、
運行の安全面等を考慮し、運行内容の一部を12月1日から変更
します。
※スクール対応便は、一般の方が利用しても差し支えありません。

三戸駅線（　　　　南部小・中学校）

バス停 登校

➡

バス停 登校

小波田 7:14 7:33 船場平 7:04 7:26
上小波田 7:15 7:34 町営市場前 7:04 7:26
三戸駅前 7:16 7:35 大向 7:05 7:27
駅前角 7:17 7:36 駅前角 7:06 7:28
大向 7:18 7:37 三戸駅前 7:07 7:29
町営市場前 7:19 7:38 上小波田 7:09 7:31
船場平 7:19 7:38 小波田 7:10 7:32
門前 7:20 7:39 船場平 7:12 7:34
南部病院前 7:21 7:40 門前 7:14 7:36
町民体育館 7:22 7:41 南部病院前 7:15 7:37
南部中学校着 7:23 ↓ 町民体育館 7:16 7:38
南部小学校着 7:42 南部中学校着 7:18 ↓

南部小学校着 7:41

相内地区の皆さんへ（地区内の運行ルート変更）

三戸駅線（バーデハウス～三戸駅前）
「相内町内会館前」着ダイヤ

10：16 14：40 15：33 18：08

⬇
10：17 14：41 15：34 18：09

起点の変更　小波田→船場平
起点の変更に伴い以下のと
おりルートが変わり、変更区
間内の運行回りが逆回りとな
ります。

小波田

三戸駅前

大向

船場平
（起点）

門前へ

相内地区内の運行回りを時計回り（右方向）に統一するこ
とに伴い、諏訪ノ平・赤石線のスクール登校便（相内町内会
館前発 7：14）と相内地区を経由する三戸駅線（バーデハ
ウス～三戸駅前）の運行ルートが右図のとおり変更となります。

運行ルートの変更により三戸駅線の「相内町内会館前」着
ダイヤが現在より1分遅くなります。

至  五戸至  三戸 国道4号

※諏訪ノ平・赤石線スクール登校便のダイヤ
変更はありません。

相内町内会館前

登校便
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町営住宅・特定公共賃貸住宅　入居者募集
入居募集住宅：町営住宅

住宅名 竣工年度 構造 間取り 家賃
向山団地　　1号 H8年度 木造平屋建 3DK

1万6500～2万4600円／月向山団地　　2号 H8年度 木造平屋建 3DK
向山団地　　9号 H8年度 木造平屋建 3DK
向山団地　�20号 H9年度 木造平屋建 3DK 1万6700～2万4900円／月
森越団地　　4号 H14年度 木造2階建 3DK 1万9200～2万8600円／月森越団地　　9号 H14年度 木造2階建 3DK
ひろば台団地　A-16号 H27年度 木造平屋建 2LDK 2万2600～3万3600円／月
ひろば台団地　B-17号 H26年度 木造平屋建 1LDK 1万6600～2万4800円／月
ひろば台団地　C-1号 H23年度 木造平屋建 2LDK（障害者用） 2万6000～3万8700円／月
第二苫米駅前団地　B-16号 H14年度 木造平屋建 2DK 1万6500～2万4600円／月

入居募集住宅：特定公共賃貸住宅（特公賃）
住宅名 竣工年度 構造 間取り 家賃

向山団地　50号 H10年度 木造平屋建 3DK 3万2700～5万900円／月

現地見学会　(現地集合・現地解散)
開催日 時間 住宅名

11月19日（日）

��9時30分～��9時45分 ひろば台団地（3戸）　　　　　※集合場所：C-1号
10時00分～10時20分 向山団地（4戸・特公賃1戸）　�※集合場所：1号
10時40分～10時50分 森越団地（2戸）　　　　　　　※集合場所：9号
11時10分～11時20分 第二苫米地駅前団地（1戸）　　※集合場所：B-16号

※現地見学をご希望される方は、事前に建設課までご連絡ください。
※見学会にお越しの際は、交通ルールを遵守し、近隣住民への迷惑とならないようご協力をお願いします。

問合せ・申込み　建設課　☎0178-38-5966

入居資格
　同居または同居しようとする親族がいる
　／入居者と同居者の合計所得が月額15万8000

円以下　※特公賃は月額15万8000円以上48万
7000円未満　／住宅に困窮している�※特公
賃は除く　／税金を滞納していない　／入居
者全員が暴力団員ではない

入居申込み
　入居申込書を記入し必要書類を添えて、11月

10日（金）～12月1日（金）13時までに建
設課・福地支所・南部支所のいずれかに提出
してください。なお、入居希望者が複数の場
合は、住宅に困窮する度合いの高い方から決
定します。

時計の 時の

針を表します

人差し指と中指を立て

て、額の中央に立て
両手の手のひらを前に向けて

目の前で交差させ

向かい合わせた両手の

人差し指を折り曲げる

向かい合わせた両手の

人差し指を折り曲げる

こんにちは 今月の手話 こんばんは
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発
掘
現
場
で
は
様
々
な
も
の
が

出
土
し
ま
す
。

昔
の
人
々
が
使
っ
た
お
皿
や
お

碗
、
壺
な
ど
の
陶
磁
器
、
鎧
兜
の

部
品
や
刀
装
具
・
弓
矢
の
鏃
な
ど

の
武
具
、
碁
石
や
駒
な
ど
の
遊
興

具
、
硯
な
ど
の
文
房
具
、
古
銭
、

炭
化
し
た
穀
物
や
果
物
の
種
、
貝

殻
な
ど
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

外
見
は
た
だ
の
石
こ
ろ
の
よ
う

で
も
、
実
は
刀
な
ど
を
研
ぐ
砥
石

で
あ
っ
た
り
、
穀
物
を
粉
に
す
る

た
め
の
石
臼
の
破
片
だ
っ
た
り
し

ま
す
。

出
土
し
た
も
の
は
基
本
的
に
全

て
発
掘
担
当
者
が
確
認
し
、
出
土

位
置
な
ど
の
記
録
作
業
を
経
て
取

り
上
げ
ら
れ
ま
す
。

聖
寿
寺
館
跡
で
出
土
す
る
大
抵

の
も
の
は
発
掘
担
当
者
が
把
握
し

て
い
る
た
め
、
例
え
小
さ
な
破
片

で
あ
っ
て
も
、
特
殊
な
金
工
品
や

一
部
の
陶
磁
器
を
除
い
て
、
そ
れ

が
何
な
の
か
、
産
地
や
製
作
地
も

含
め
て
の
推
測
が
可
能
で
す
。

私
も
学
生
時
代
に
日
本
で
最
も

中
国
陶
磁
器
が
出
土
す
る
九
州
博

多
（
福
岡
県
）
や
大
友
氏
の
居
館

（
大
分
県
）
で
１
か
月
ほ
ど
中
世

陶
磁
器
を
識
別
す
る
目
を
養
い
ま

し
た
し
、
発
掘
調
査
も
北
海
道
、

青
森
県
、
千
葉
県
、
神
奈
川
県
、

高
知
県
、
海
外
と
地
域
、
大
学
を

越
え
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
こ
の

よ
う
な
武
者
修
行
を
経
て
鑑
定
眼

を
少
し
ず
つ
養
い
ま
し
た
。

小
学
生
の
発
掘
体
験
で
見
つ

か
っ
た
出
土
品
も
そ
の
場
で
確
認

し
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、

い
つ
の
時
代
に
ど
こ
で
、
ど
の
よ

う
に
作
ら
れ
使
わ
れ
た
の
か
、
一

つ
一
つ
児
童
に
解
説
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
２
０
１
７
年
の
発
掘

体
験
で
、
６
年
生
の
あ
る
児
童
が

発
見
し
た
物
体
は
、
そ
れ
が
一
体

何
な
の
か
、
出
土
し
た
時
点
で
は

見
当
も
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
年
は
、
聖
寿
寺
館
跡
の
中

心
部
に
あ
た
る
東
北
最
大
規
模
の

掘
立
柱
建
物
跡
北
側
隣
接
地
を
調

査
し
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
、

５
０
０
年
前
の
北
東
北
の
中
心
地

で
す
。

見
つ
か
っ
た
物
体
は
１
辺
５
・

５
㌢
の
二
等
辺
三
角
形
の
形
状
を

し
た
石
の
よ
う
な
物
体
で
し
た
。

最
初
、
遠
目
か
ら
は
木
が
化
石

化
し
た
珪
化
木
の
破
片
に
見
え
ま

し
た
が
、
よ
く
見
る
と
二
等
辺
三

角
形
の
端
に
は
細
か
く
ギ
ザ
ギ
ザ

が
付
い
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

児
童
に
「
こ
れ
は
何
で
す
か
？
」

と
質
問
さ
れ
て
も
、
答
え
ら
れ
ま

せ
ん
。
明
ら
か
に
室
町
・
戦
国
時

代
の
も
の
で
は
な
い
と
は
分
か
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
が
何
な
の
か
推

測
す
ら
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
発

見
し
た
児
童
に
は
「
も
し
か
し
た

ら
貴
重
な
珍
し
い
も
の
か
も
し
れ

な
い
よ
」
と
お
茶
を
濁
し
ま
し
た
。

後
日
、
そ
の
物
体
は
古
脊
椎
動

物
学
の
専
門
家
で
あ
る
埼
玉
県
立

自
然
の
博
物
館
学
芸
員
の
鑑
定
に

よ
っ
て
、
絶
滅
し
た
巨
大
ザ
メ（
学

名C
archarodon

m
egalodon

=
カ
ル
カ
ロ
ド
ン
メ
ガ
ロ
ド
ン
）

の
上
顎
中
央
付
近
の
歯
の
化
石
で

あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

メ
ガ
ロ
ド
ン
は
２
５
０
０
万
年

前
か
ら
４
０
０
万
年
前
に
か
け
て

生
息
し
て
い
た
巨
大
ザ
メ
で
、
体

長
は
10
～
15
m
程
度
と
現
生
の
ホ

ホ
ジ
ロ
ザ
メ
の
２
倍
以
上
の
大
き

さ
を
有
し
、
ク
ジ
ラ
や
ア
シ
カ
、

ア
ザ
ラ
シ
の
仲
間
を
捕
食
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
発
見

「
な
ん
ぶ
が
く
」

歴
史
連
載

絶
滅
し
た
巨
大
ザ
メ

カ
ル
カ
ロ
ド
ン
・
メ
ガ
ロ
ド
ン

其の廿九

メガロドン想像図

伝説上の妖怪「天狗」

な
ぜ
、
絶
滅
し
た
巨
大
ザ
メ
の

歯
が
戦
国
時
代
の
館
で
発
見
さ
れ

た
の
で
し
ょ
う
か
？

実
は
、
メ
ガ
ロ
ド
ン
の
歯
の
化

石
は
当
時
、
伝
説
上
の
妖
怪
・
天

狗
の
爪
の
石
と
し
て
認
識
さ
れ
て

い
た
の
で
す
。
一
遍
上
人
で
有
名

な
時
宗
総
本
山
の
遊
行
寺
（
神
奈

川
県
藤
沢
市
）
に
は
「
天
狗
の
爪

石
」
が
宝
物
と
し
て
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
戦
国
大
名
南
部
氏
も

「
天
狗
の
爪
石
」
を
お
守
り
や
宝

物
と
し
て
保
管
し
て
い
た
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

わ
ず
か
60
分
程
度
の
発
掘
体
験

で
掘
り
当
て
た
こ
の
児
童
は
天
文

学
的
な
強
運
の
持
ち
主
だ
っ
た
よ

う
で
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、
急
遽
、
小
学

校
の
図
書
室
に
報
道
機
関
を
集

め
、
記
者
会
見
を
開
催
し
ま
し
た
。

文
責

　
史
跡
対
策
室

　
布
施
和
洋

メガロドン歯の化石出土状況 メガロドン歯の化石が出土した瞬間
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八戸地域広域市町村圏事務組合　消防業務の紹介

☎ 0178-84-2850

★朝風呂営業 360円
   6時～8時 受付7時30分まで

★今月の休館日

14日㈫～16日㈭

★11月生まれの方プール割引

大人 600円 小人 400円

虫よけTora string（トラストリング）　15㎝　2本セット 500円
アウトドアや農作業の際に帽子や洋服に付けたり、玄関先に設置するだけ

で虫よけ効果が期待できる、南部町で生産された手作り商品です。
周囲の昆虫が黒色と黄色の色彩でオニヤンマと誤認する習性を活かしており、

薬品を使用しない虫よけグッズ新商品です。

八戸広域消防は、管轄する1市6町1村の約31
万人の生命、身体、財産を守るため、消防本部、
5つの消防署、5つの分署、8つの分遣所で組織
されており、職員404名、車両87台を配備して
います。

消防では、「消火」「救急」「救助」のほか、
事業所や危険物施設に立入検査を行う「予防業
務」、火災の発生原因を調べる「火災調査」や

「救命講習会の開催」などの業務を行っています。

大晦日限定ご予約販売 「レストランかだぁる」の握り寿司＆おせち風特製オードブル

おせち風オードブル
1万2000円（限定100個）

幅広い年代に楽しんでいた
だける多彩な味のオードブル
です。（3～4人前・直径36cm）

★無料利用券・お食事利用

　5名様から�無料送迎

南部町産にこだわる 土産処「あんべぇる」から　今月のおすすめ商品

問合せ　消防本部　総務課　☎0178-44-2132

土産処「あんべぇる」は、南部町内で生産・加工された特産品60種類以上を一堂に販売している県内唯一の販
売店です。ぜひ友人、知人、お取引先様に贈答品、お土産としてご紹介してみてはいかがでしょうか。

おせち風オードブルを11月30日（木）までにご予約
された方には、年越しそば3人前をプレゼント！

握り寿司
5人前・1万2500円（限定50個）
3人前・7500円（限定50個）

寿司職人が腕を振るう特製
寿司です。

青森県産本マグロ中トロ・赤身、金目鯛炙り、ウニ、
イクラ、サーモン、赤海老、かんぱち、かっぱ巻き、
かんぴょう巻　� ※南部町産米を使用しています

申込締切日　12月10日（日）　お引渡し日　12月31日(日)　10時～15時　「レストランかだぁる」にてお渡しします。
※特別プレミアム商品券・町民生活支援商品券をぜひご利用ください。

過去3年間の八戸圏域における出動状況
区分 令和2年 令和3年 令和4年
火災 106 110 104
救急 12,075 12,288 13,920
救助 67 68 58

消防本部ホームページのお知らせ
　圏域住民の皆さんによりわかりやすく情報を
お伝えできるように更新していきます。各種申
請書類も掲載しています。
� � https://www.city.hachinohe.aomori. jp/
section/koiki/shobo/
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～各校の特色ある教育～

地域とともに歩む南部小
本校は、今年度4月に向小学校と南部小学校が

統合し、新生南部小学校として開校しました。「自
律」「共生」「感謝」の校訓のもと、これまで両校
が取り組んできた成果の一つ一つを大切にしなが
ら教育活動を行っています。

そのなかでも、両校がこれまで行ってきた運動
会の応援スタイルに違いがありました。しかし開
校記念運動会では、同じ目標に向かって児童中心
で話し合い、試行錯誤を経て、両校のスタイルを
融合したすばらしい応援合戦となりました。

また、なんぶまつりでは、未経験者を含む有志
児童50人で堂々とよさこいソーランを披露し、ま
つりを盛り上げました。

さらに、今年度は4年ぶりに各地区神社の例大
祭が行われました。そこでも、児童が中心となっ 5月に行われた開校記念運動会

てよさこいソーランを披露したり、参加者みんな
でナニャドヤラを踊ったりと、これまでの両校の
伝統が融合した地域行事となりました。

今後も全職員が一丸となり、家庭や地域と連携
して「新生南部小」の新しい伝統を築いていきた
いと思います。

名川中学校図書室1階（町民図書室） 《おはなし会》
　ハートフルライブラリーの皆さんによる読み聞か
せです。未就学のお子さんは保護者同伴でお越しく
ださい。
日時　11月26日（日）　10時30分～11時
場所　名川中学校図書室1階（町民図書室）

《おすすめセレクション》

町民の皆さまはどなたでもご利用できます

図書室からのお知らせ
休室日　11月6日㈪、13日㈪、20日㈪、27日㈪、12月4日㈪
問合せ　☎0178-76-3121

《今月の新刊》
◆線状降水帯 ゲリラ豪雨からJPCZまで豪雨豪雪の謎	 小林　文明
◆しない育児	 HISAKO
◆かたばみ	 木内　昇
◆逆転正義	 下村　敦史
◆公孫龍　巻3　白龍篇	 宮城谷　昌光
◆青瓜不動 三島屋変調百物語九之続	 宮部　みゆき
◆可燃物	 米澤　穂信
◆それで、いい！	 礒　みゆき
	 はた こうしろう

◆まねっこカメレオン	 リト@葉っぱ切り絵

産業遺産� 黒沢永紀・前畑洋平　著

役目を終えて解体を待つ、日本
の「工場」や「煙突」を写真と共
に産業遺産として紹介している1冊
です。その異空間と幻想的な美し
さを味わってみませんか。

図書室の蔵書を検索できる図書検索
システムです。ご活用ください。
URL　http://www.lib-eye.net/nanbu/

校長：斉藤　祐之　　児童数：128人南部小学校
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か
、
商
工
会
員
に
よ
る
出
店
販
売

や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
集
合
し
ま
す
。

　
役
場
南
部
支
所
前
で
は
、
生
産

者
団
体
に
よ
る
リ
ン
ゴ
等
の
販
売

を
行
い
ま
す
。

問
合
せ

　

▼
町
営
市
場

　
☎
０
１
７
９
・
22
・
０
０
１
１

▼
南
部
町
商
工
会
本
所

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
１
１
５
９

南
部
手
踊
り
、
日
本
舞
踊
、
新

舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、
詩
吟
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
す
。

日
時

　
12
月
３
日
（
日
）

　
　
　
９
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所

　
楽
楽
ホ
ー
ル

問
合
せ

　
南
部
町
文
化
協
会

　
　
　
　
事
務
局

　
浜
渡

お知らせ
information

行政相談・特設人権相談
期日　12月7日（木）
時間　10時～12時（人権相談）
　　　13時～15時（行政・人権相談）
場所　�福地支所・いちょうホー

ル・南部公民館
問合せ　▶行政相談は総務課
　　　　☎0178-76-2111
　　　　▶人権相談は住民生活課
　　　　　☎0178-38-5963

12・1月の休日窓口開設日
期日　12月2日（土）・16日（土）
　　　1月6日（土）・20日（土）
時間　8時15分～12時 ※予約不要
場所　住民生活課
業務内容　�戸籍証明書・住民票・
　印鑑証明書の交付、印鑑登録
平日の窓口業務の延長
　16時までの予約で、18時まで

窓口の時間を延長できます。
業務内容　住民票・印鑑証明書の

交付、印鑑登録
※福地・南部支所でも延長できます。
問合せ　住民生活課
　　　　☎0178-38-5963

南部町の人口と世帯数
（令和5年10月23日現在）

対先月比
人　口 16,619人 （－40）
男 7,870人 （－25）
女 8,749人 （－15）

世帯数 7,470世帯（－14）

「
も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
」
な

ど
の
不
安
を
お
持
ち
の
方
は
、
一

度
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家
族

か
ら
の
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

日
時

　
11
月
20
日
（
月
）
9
時
～
16
時

場
所

　
健
康
セ
ン
タ
ー

※
前
日
ま
で
に
要
電
話
予
約

問
合
せ
・
申
込
み

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　（
健
康
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
１
７
８
・
76
・
２
５
５
５

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
日
頃
の
情

報
交
換
を
し
た
り
、
参
加
者
同
士

の
交
流
を
楽
し
ん
だ
り
す
る
ほ

か
、
専
門
職
に
悩
み
を
相
談
で
き

る
場
で
す
。
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

八
幡
の
ゆ　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

日
時

　
11
月
18
日
（
土
）

　
　
　
14
時
15
分
～
15
時
30
分

参
加
料

　
１
０
０
円

　�

（
飲
み
物
・
お
菓
子
付
き
）

問
合
せ
・
場
所

　
八
幡
の
ゆ

　
小
向
字
八
幡
19—

1

　
☎
０
１
７
９
・
23
・
３
６
８
０

日
時

　
12
月
3
日（
日
）

　
　
　
9
時
～
14
時

場
所

　
▼
町
営
市
場

　
　
　
▼
役
場
南
部
支
所
前

　
町
営
市
場
で
は
、
仲
卸
組
合
に

よ
る
リ
ン
ゴ
や
野
菜
販
売
の
ほ

　
☎
０
９
０・１
０
６
７・３
１
１
８

Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
は
、
新
幹
線
試

験
電
車
を
使
用
し
て
の
走
行
試
験

を
実
施
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

仙
台
～
新
青
森
間
（
複
数
回
）

実
施
日

　
令
和
６
年
１
月
30
日
（
火
）・

２
月
４
日
（
日
）・
２
月
25
日

（
日
）・
３
月
３
日
（
日
）・
３

月
10
日
（
日
）

時
間

　
23
時
～
翌
５
時
ご
ろ

※
都
合
に
よ
り
日
程
を
変
更
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ

　
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

　
盛
岡
支
社
経
営
戦
略
ユ
ニ
ッ
ト

　
☎
０
１
９・６
２
５・４
０
７
９

広告

開催案内
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

開催案内
も
の
忘
れ
・
認
知
症
相
談

開催案内
南
部
町

文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開催案内
な
ん
ぶ
り
ん
ご
市
・
商
工

会
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
タ

協力依頼
新
幹
線
走
行
試
験
ご
協
力

の
お
願
い
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不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
、
人
づ

き
あ
い
、
発
達
障
害
、
仕
事
探
し
、

経
済
的
な
困
窮
な
ど
、
近
年
増
え

て
い
る
子
ど
も
や
若
者
（
ま
た
は

そ
の
ご
家
族
）
が
抱
え
る
様
々
な

悩
み
を
相
談
で
き
る
合
同
相
談
会

を
開
催
し
ま
す
。

相
談
内
容
に
合
わ
せ
て
、
複
数

の
専
門
相
談
員
が
チ
ー
ム
で
支
え

ま
す
。
ご
家
族
だ
け
で
も
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
18
日
（
土
）

　
　
　
10
時
～
16
時
30
分

場
所

　
八
戸
市
公
会
堂
・
公
民
館

　
　
　
２
階

　
会
議
室

※
原
則
予
約
制
・
相
談
無
料

問
合
せ
・
予
約
先

　
青
森
県
青
少

年
・
男
女
共
同
参
画
課

　
☎
０
１
７・７
３
４・９
２
２
４

レ
イ
プ
や
わ
い
せ
つ
な
行
為
な

ど
、
性
犯
罪
・
性
暴
力
の
被
害
に

あ
わ
れ
た
方
や
そ
の
ご
家
族
な
ど

か
ら
の
相
談
を
受
け
、
要
望
に
応

じ
た
必
要
な
支
援
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
し
ま
す
。

﹁
り
ん
ご
の
花
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
﹂

☎
０
１
７・７
７
７
・
８や

さ

し

く

３
４
９

ま
た
は　
☎
＃
８
８
９
１

※
専
門
の
研
修
を
受
け
た
相
談
員

が
対
応
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

相
談
受
付
時
間

　
月
～
金
曜
日

　
９
時
～
17
時

　（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

は
、
国
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に

つ
な
が
り
ま
す
）

問
合
せ

　
青
森
県
青
少
年
・
男
女

共
同
参
画
課

　
☎
０
１
７・７
３
４・９
２
２
８

県
が
本
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
委

託
し
て
い
る
公
益
社
団
法
人
あ
お

も
り
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
活
動

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
活
動
に

関
心
の
あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　（
公
社
）
あ
お
も
り
被

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
１
７・７
１
８・２
０
８
５

募
集
人
員

　
数
名

応
募
資
格

　
名
川
地
区
に
住
所
を

有
す
る
女
性
（
自
ら
生
産
し
た

農
産
物
な
ど
を
出
荷
で
き
る
方
）

年
金
納
付
や
免
除
に
関
す
る
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
、
日
本
年
金
機

構
の
担
当
者
が
対
応
し
ま
す
。
お

気
軽
に
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
28
日
（
火
）

　
　
　
10
時
～
15
時
30
分

場
所

　
い
ち
ょ
う
ホ
ー
ル

　
　
　「
町
民
室
」

内
容

　
国
民
年
金
の
納
付
相
談
、

免
除
申
請
等

対
応
者

　
日
本
年
金
機
構

　
　
　
　
八
戸
年
金
事
務
所
職
員

持
ち
物

▼
来
庁
者
の
本
人
確
認
で
き
る
も

の
（
免
許
証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
な
ど
）

▼
相
談
対
象
者
の
基
礎
年
金
番
号

が
わ
か
る
も
の
（
年
金
手
帳
や

基
礎
年
金
番
号
通
知
書
な
ど
）

そ
の
他

　
年
金
受
給
に
つ
い
て

は
、
直
接
、
年
金
事
務
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

▼
住
民
生
活
課

　
☎
０
１
７
８
・
38
・
５
９
６
３

▼
八
戸
年
金
事
務
所

　
☎
０
１
７
８
・
44
・
１
７
４
２

相談案内
あ
お
も
り
性
暴
力
被
害
者

支
援
セ
ン
タ
ー

開催案内
国
民
年
金
納
付
相
談
窓
口

開催案内
な
ん
で
も
子
ど
も
・
若
者

の
お
悩
み
相
談
会

募集案内
名
川
チ
ェ
リ
ー
セ
ン
タ
ー

１
０
１
人
会　
会
員
募
集

選
考
方
法

　
面
接
に
よ
る

申
込
方
法

　
事
務
所
備
え
付
け
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
月
～
土
曜
日
の
９
時
～

12
時
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
名
川
チ
ェ
リ
ー
セ
ン

タ
ー
１
０
１
人
会

　
☎
０
１
７
８
・
75
・
０
１
９
４

初
心
者
大
歓
迎
し
ま
す
。
発
表

会
の
み
の
参
加
も
構
い
ま
せ
ん
。

日
時

　
毎
月
第
一
・
第
三
金
曜
日

　
　
　
18
時
30
分
～
20
時
30
分

場
所

　
剣
吉
公
民
館

会
費

　
年
間
１
０
０
０
円

問
合
せ
・
申
込
み

　
名
川
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ

　
澤
口

☎
０
９
０・５
１
８
４・４
０
３
５

募集案内
名
川
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
員

募
集

広告

認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

11月16日（木）

広告

広告
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納
税
証
明
書
の
発
行
に
必
要
な

手
続
き
や
各
種
申
請
書
は
、
県
税

部
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
ま
た
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

問
合
せ

　
三
八
地
域
県
民
局

　
　
　
　
県
税
部

　
納
税
管
理
課

　
☎
０
１
７
８
・
27
・
５
１
１
１

税
に
関
す
る
作
品
展

毎
年
11
月
11
日
〜
17
日
は
「
税
を

考
え
る
週
間
」

展
示
期
間

11
月
９
日
（
木
）
～
17
日
（
金
）

場
所

　
ラ
ピ
ア
１
階
フ
ェ
ス
タ
プ

ラ
ザ

内
容

　
イ
ラ
ス
ト
・
標
語
・
ポ
ス

タ
ー
・
習
字
作
品
の
展
示

問
合
せ

　
八
戸
税
務
署

　
総
務
課

　
☎
０
１
７
８
・
43
・
０
１
４
１

　（
音
声
案
内
２
番
）

事
前
予
約
の
ご
案
内
と
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
の
利
用

八
戸
税
務
署
で
は
、
個
人
の
方

の
所
得
税
等
の
申
告
な
ど
面
接
で

の
相
談
に
当
た
り
事
前
予
約
が
必

要
で
す
。
電
話
ま
た
は
税
務
署
窓

口
で
相
談
日
時
の
事
前
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
ご
持
参
い

た
だ
く
書
類
な
ど
は
事
前
予
約
の

際
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
予
約
の
混
雑
状
況
に
よ

り
、
ご
案
内
す
る
相
談
日
時
が
一

か
月
以
上
先
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
等
か
ら
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
利
用
い
た
だ
く

と
、
ご
自
宅
で
確
定
申
告
書
の
作

成
・
提
出
や
、
既
に
提
出
し
た
確

定
申
告
書
の
誤
り
を
是
正
す
る
修

正
申
告
書
ま
た
は
更
正
の
請
求
書

の
作
成
・
提
出
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

問
合
せ

　
八
戸
税
務
署

　
　
　
　
個
人
課
税
第
一
部
門

　
☎
０
１
７
８
・
43
・
０
１
４
１

　（
音
声
案
内
２
番
）

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

開
催
日
時

11
月
17
日
（
金
）

①
10
時
～
11
時

　
②
14
時
～
15
時

　（
②
は
消
費
税
の
仕
組
み
か
ら

知
り
た
い
方
向
け
）

開
催
場
所

　
八
戸
税
務
署

　
　
　
　
　
２
階

　
第
一
会
議
室

定
員

　
各
40
人

参
加
方
法

11
月
10
日
（
金
）
ま

で
に
電
話
予
約

問
合
せ

　
八
戸
税
務
署

　
　
　
　
法
人
課
税
第
一
部
門

　
☎
０
１
７
８
・
43
・
０
１
４
５

な
ん
ぶ
ふ
る
さ
と
物
産
館
で

は
、
日
ご
ろ
の
ご
愛
顧
を
こ
め
て

「
お
客
様
感
謝
デ
ー
」
を
開
催
し

ま
す
。
贈
答
用
か
ら
家
庭
用
ま
で

選
り
す
ぐ
り
の
リ
ン
ゴ
や
ゼ
ネ
ラ

ル
・
レ
ク
ラ
ー
ク
、
漬
物
用
野
菜

の
販
売
、
お
買
い
物
抽
選
会
な
ど

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

日
時

11
月
23
日
（
木
・
祝
）

　
　
　
９
時
～
15
時

　
　
　（
店
舗
営
業
は
17
時
ま
で
）

場
所

　
な
ん
ぶ
ふ
る
さ
と
物
産
館

問
合
せ
な
ん
ぶ
ふ
る
さ
と
物
産
館

　
☎
０
１
７
９
・
34
・
３
４
３
７

自
動
車
税
種
別
割
の
納
付
確
認

が
電
子
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、
自

動
車
税
種
別
割
の
継
続
検
査
（
車

検
）
用
の
納
税
証
明
書
の
提
示
を

省
略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
納
付
情
報
が
シ
ス
テ
ム

に
反
映
さ
れ
る
ま
で
相
応
の
日
数

（
お
お
む
ね
２
週
間
程
度
）
を
要

す
る
た
め
、
自
動
車
税
種
別
割
を

納
付
後
す
ぐ
車
検
を
受
け
る
方
は

納
税
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

制度案内
車
検
時
に
お
け
る
自
動
車

税
種
別
割
の
納
税
通
知
書

の
提
示
省
略

開催案内
な
ん
ぶ
ふ
る
さ
と
物
産
館

﹁
お
客
様
感
謝
デ
ー
﹂

お知らせ
八
戸
税
務
署
か
ら
の
お
知

ら
せ

新規採用職員の紹介
9月1日と10月1日から、2人の新規採用職員が日々業務に励んでいます。そんなフレッシュな
顔ぶれを紹介します。

小
こ い ず み

泉 清
さ や か

夏
議会事務局　（9月1日採用）

主 事
【趣味・特技】料理
何事にも全力で取り組み、明

るく笑顔で頑張ります。よろし
くお願いします。

小
お が さ わ ら

笠原 耕
こ う じ

史
企画財政課　（10月1日採用）

主 事
【趣味・特技】山登り、キャンプ
　町民の皆さんが安心して過ご
すことができる町づくりへ向け、
明るく元気に精一杯頑張ります。
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11 December 12 November
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN

休

館

日

徳山
�GⅠ徳山クラウン争奪戦

戸田
一般
戦

戸田�一般戦
芦屋�GⅢ
ｵｰﾙﾚ�ﾃﾞｨｰｽ
( ﾓｰﾆﾝｸﾞ )

びわこ
ヴィーナスシリーズ

三国
SGチャレンジカップ 戸田�一般戦 鳴門�GⅠ大渦大賞 芦屋

GⅠ全日本王座決定戦

戸田�
GⅢ

三国�ヴィーナスシリーズ
（モーニング）

芦屋�GⅢ
ｵｰﾙﾚ�ﾃﾞｨｰｽ
( ﾓｰﾆﾝｸﾞ )

常滑
GⅠダイヤモンドカップ 平和島�一般戦 多摩川�一般戦 常滑

GⅢオールレディース
福岡�
GⅢ

三国�GⅢオール
レディース（モーニング）

桐生�一般戦 蒲郡
一般戦 蒲郡�一般戦 下関

一般戦 桐生�一般戦 蒲郡
一般戦 丸亀�男女W優勝戦 住之江�一般戦 蒲郡�一般戦

丸亀
一般
戦

桐生
一般戦

大村�
一般
戦

若松
GⅠ全日本覇者決定戦

丸亀
一般
戦
大村�GⅠ海の王者決定戦 若松�GⅢ企業杯 桐生�GⅢ企業杯 大村

GⅢマスターズリーグ
丸亀
一般
戦

大村�一般戦 丸亀�
GⅠ

デーレース ナイターレース

役立っています !　ボートピアなんぶ交付金
　町ではボートピアなんぶ交付金を活用し、コミュニケーションを図ることを目的に22日（鍋
の日）に仲間や町内会等で鍋を囲む事業を助成しています。

福
地
短
歌
会

い
う
ぜ
ん
と
綿
雲
ひ
と
つ
月
の
下
還
り
ゆ
く
べ
く
流
れ
て
ゆ
き
ぬ

川
守
田
慶
三

里
の
田
も
黄
金
色
な
り
一
台
の
農
機
バ
イ
ン
ダ
ー
逞
し
く
ゆ
く

大
久
保
雪
夫

す
ず
虫
や
コ
ホ
オ
ロ
ギ
の
声
土
間
に
聞
き
祖
母
と
探
せ
し
日
も
遥
か
な
り

奥
寺　

睦
子

日
焼
け
せ
ず
虫
に
刺
さ
れ
ず
ケ
ガ
も
せ
ず
車
椅
子
な
る
わ
が
両
上
肢

工
藤　

裕
正

枝
広
げ
猛
暑
を
し
の
ぐ
老
松
の
根
本
に
寄
る
と
す
ず
風
あ
り
ぬ

佐
藤　

誠
一

遠
く
に
て
雷
の
音
響
く
と
き
小
屋
に
入
れ
ろ
と
泣
く
犬
の
チ
ビ

水
梨　

正
夫

こ
ほ
ろ
ぎ
の
声
聞
こ
え
く
る
草
原
の
こ
こ
か
し
こ
よ
り
秋
と
な
り
ゆ
く

根
市　

政
志

な
ん
ぶ
短
歌
会

川
原
の
穂
す
す
き
風
に
な
び
く
さ
ま
目
を
楽
し
ま
す
秋
長
け
ゆ
き
て

馬
場　

敬
子

仲
秋
の
冷
え
込
む
夕
べ
山
の
端
を
大
き
く
明
る
く
の
ぼ
る
名
月

坂
本　

綾
子

秋
彼
岸
す
す
り
泣
く
が
の
虫
の
声
あ
れ
こ
れ
偲
ぶ
月
命
日
に

馬
場　

昭
子

う
さ
ぎ
が
居
る
と
思
ふ
て
み
れ
ば
本
当
に
う
さ
ぎ
の
影
と
見
ゆ
る
名
月

佐
々
木
冴
美

細
道
の
垣
根
づ
く
り
の
白
葡
萄
香
り
強
め
る
遊
歩
す
る
た
び

八
木
田
順
峰

若
　
草
　
会

里
山
の
山
道
歩
き
草
木
を
図
鑑
で
調
べ
覚
え
て
楽
し

中
野　

静
子

庭
師
き
て
手
入
れ
終
わ
り
し
木
々
な
れ
ど
新
し
き
枝
そ
ち
こ
ち
に
伸
ぶ

一
ノ
渡　

綮

い
も
畑
葉
に
こ
ぼ
れ
た
る
露
し
ず
く
嬉
し
涙
に
似
て
い
る
よ
う
な

藤
野　

幸
枝

夕
日
浴
び
草
木
み
ど
り
き
ら
め
い
て
気
に
入
り
窓
べ
て
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム

向
山　

敦
子

紫
の
棚
鮮
や
か
な
朝
顔
に
稲
刈
り
す
ん
だ
ス
ズ
メ
集
ま
り

上
山　

散
歩

夫
摘
み
し
黄
花
に
飾
ら
れ
逝
け
し「
ケ
ン
」今
夏
も
咲
け
り
土
手
の
キ
ク
イ
モ

工
藤　

孔
子

草
む
ら
に
潜
む
雌
の
蚊
足
め
が
け
命
を
つ
な
ぐ
刺
客
の
一
撃

鶴
飼　

千
年

南  

部  

文  

芸

亡
母
塗
り
し
卵
入
り
な
る
化
粧
水
最
後
の
一
滴
受
け
る
て
の
ひ
ら

奥　

ム
ツ
子

「
見
事
で
し
ょ
」り
ん
ご
枝
ご
と
瓶
に
挿
し
母
の
立
ち
日
の
朝
に
供
ふ
る

山
下　

幸
枝

と
り
と
め
も
無
き
話
し
て
笑
ひ
こ
け
叔
母
は
末
期
の
病
を
言
は
ず

相
馬　

幸
子

秋
風
が
頬
撫
で
過
ぎ
て
馬
淵
川
日
ざ
し
光
ら
す
白
き
さ
ざ
波

安
ケ
平
千
代

黄
金
な
す
穂
波
の
な
か
で
白
鷺
は
さ
な
が
ら
番
人
な
る
が
の
ご
と
し

木
村
ひ
な
子

青
空
の
穴
な
る
ご
と
き
満
月
は
虚
空
蔵
さ
ま
の
真
上
に
休
む

八
木
田
順
峰

町職員の働きやすい服装での勤務を通年実施
　当町では11月から、省エネルギー対策と働き
方改革推進の一環として、年間を通してノーネ
クタイ・ノージャケット等の働きやすい服装で
の勤務を実施しています。働きやすい職場環境
づくりを通じてサービス向上に努めてまいりま
すので、皆さんのご理解をお願いします。 問合せ　総務課　☎0178-76-2111
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編集後記
　防災訓練の中で行われた炊き出し訓練では、陸上自
衛隊がカレー作りを、町赤十字奉仕団が炊飯をそれぞ
れ担当。出来上がったカレーは訓練後、参加者に昼食
として配布。後片付け後に私もいただきました。
　余っているとのことなので、とりあえず3杯を美味
しく食べ、これ以上は自分との戦いになるな…、と躊
躇したところ、同僚は4杯、5杯と食べ進めていき…。
圧倒的な敗北感に打ちひしがれました。
　来年のリベンジを誓い、胃袋を鍛え直したいと思い
ます。ごちそうさまでした。　　　　　　　　　【美】

町営市場の販売状況（9月16日〜10月15日）

品名 販売数量（㎏） 売上額（千円） キロ単価（円） 前年単価（円） 

弘前ふじ（りんご） 92,302 29,156 316 243

昴林（りんご） 20,013 6,114 305 236

トキ（りんご） 49,472 10,889 220 172

レッドゴールド（りんご） 20,678 3,667 177 173

紅玉（りんご） 164,110 32,283 197 159

サンつがる（りんご） 67,460 12,493 185 165

長十郎（梨） 17,707 3,507 198 124

豊水（梨） 14,459 4,970 344 203

ゼネラルレクラーク（梨） 24,410 7,111 291 224

キャンベル（ﾌﾞﾄﾞｳ） 24,766 9,375 379 364

長芋 31,280 12,009 384 175

にんにく 22,505 17,651 784 619

大根 22,040 2,612 119 97

ゴボウ 21,536 4,204 195 217

キャベツ 15,892 1,761 111 81

きゅうり 8,296 2,268 273 156

食用菊 599 859 1,434 1,100

11・12月の休場日
11月 5日（日）・8日（水）・12日（日）・15日（水）・19日（日）・23日（木）・
　   26日（日）・29日（水）
12月 3日（日）・6日（水）・10日（日）・13日（水）・17日（日）・20日（水）・
　   24日（日）・27日（水）・30日（土）～1月5日（金）

町営市場をご利用の皆さんへ
市場販売代金を現金（窓口）扱いで登録されている方は、口座振

込への変更手続きをお願いします。
問合せ　町営市場　☎0179-22-0011

南部町医療センターからの
お知らせ	  ☎0178-76-2001

眼科
受付　13時15分まで
※初診者は13時まで
診療　13時～

毎月　第2水曜日・第4水曜日

泌尿器科 要予約
診療　13時～

11月6日（月）・14日（火）・20日（月）・28日
（火）、12月4日（月）

耳鼻咽喉科 受付　15時まで
診療　14時～15時30分

毎週　月曜日・金曜日

循環器内科

武田医師 （11月から診療日が変わります）

毎週　月曜日・水曜日
受付　11時30分まで
診療　9時15分から
八戸赤十字病院医師
第１・第3水曜日
受付　15時まで
診療　14時～16時30分

整形外科 受付　11時15分まで
診療　9時～12時

毎週　木曜日

正しい119番通報要領と、消防車・救急車が出動す
るまでの仕組みを紹介します。
日時　11月11日（土）・12日（日）　8時30分～12時
場所　八戸地域広域市町村圏事務組合 消防本部 4階
　　　高機能消防指令センター（八戸市田向五丁目1-1）
※隣接の見学ブースからの見学となります。指令セ

ンターへの入室はできません。
問合せ　八戸地域広域市町村圏事務組合
　　　　消防本部　指令救急課　☎0178-44-2135

「119番の日」高機能消防指令センター見学
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※９月定例会や常任委員会報告の記事は、当時の職名、所属委員会で記載しています。

▽　９月定例会の主な議案（26㌻～27㌻）
▽　議案に対する主な質疑（28㌻）
▽　一般質問
　⇒　主権者教育の取り組みは。高齢者にやさしい情報発信を。（29㌻）
▽　常任委員会報告（30～31㌻）
▽　議員紹介（32～33㌻）
▽　10月臨時会の主な議案（34㌻）
▽　議会活動報告など（35㌻）

あ ら ま し

　10月13日、第120回南部町議会臨時会が開催され、議長・副議長の選挙、各常任委員会の選任、
一部事務組合議会議員の選挙などを行い、議会の新体制を決定しました。（詳細は32～34ページ）
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主な議案（第 119 回定例会）

第第
119119
回
南
部
町
議
会

回
南
部
町
議
会

定定
例例
会会

一
般
会
計
歳
入

一
般
会
計
歳
入 

前
年
比
８・
７
％
増

前
年
比
８・
７
％
増

令
和
４
年
度
決
算
を
認
定

令
和
４
年
度
決
算
を
認
定

　
第
１
１
９
回
定
例
会
に
は
、
令
和
４
年
度
各
会
計
決
算
、
条
例
の
一
部
改
正
・
廃
止
、

令
和
５
年
度
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
の
案
件
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ

も
原
案
の
と
お
り
認
定
・
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
１
人
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

■
令
和
４
年
度
一
般
会
計
お

よ
び
15
件
の
各
特
別
会
計

決
算
の
認
定

▼
　
令
和
４
年
度
一
般

会
計
の
歳
入
総
額
は

１
２
９
億
７
６
１
６
万

円
（
前
年
度
比
８
・

７
％
増
）、
支
出
済
額
は

１
２
０
億
６
４
７
７
万
円

（
前
年
度
比
５・６
％
増
）、

差
引
９
億
１
１
３
９
万
円

と
な
り
、
基
金
積
立
な
ど

を
行
っ
た
。

　
　
ま
た
、
病
院
事
業

会
計
を
含
む
15
件
の

特
別
会
計
の
歳
入
総
額

は
98
億
９
４
７
５
万

円
、
支
出
総
額
は

97
億
７
６
６
７
万
円
と

な
っ
た
。

※
　
詳
細
は
２
ペ
ー
ジ
か
ら

掲
載
し
て
い
ま
す
。

負
を
す
る
議
員
が
、
町
か

ら
支
払
い
を
受
け
た
金
銭

の
総
額
等
を
報
告
し
、
公

表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
議

員
個
人
に
よ
る
請
負
の
状

況
の
透
明
性
の
確
保
に
資

す
る
た
め
、
条
例
を
制
定

す
る
も
の
。
施
行
日
は
令

和
６
年
４
月
１
日
。

▽　
全
会
一
致
で
可
決
。

主
な
議
案

88
月月
2929
日日 

〜〜 

９
月
６
日

９
月
６
日

■
南
部
町
議
会
議
員
の
請
負

の
状
況
の
公
表
に
関
す
る

条
例
の
制
定

【
提
出
者
】

　
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
馬
場
又
彦

【
提
案
理
由
】

　
　
地
方
自
治
法
の
改
正
に

伴
い
、
議
会
議
員
の
請
負

に
関
す
る
規
定
が
緩
和
さ

れ
た
た
め
、
町
に
対
し
請

決　
算

決　
算

■
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

▼
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
３
億
７
７
９
万
１
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
１
５
億
９
３
４
２
万

６
千
円
と
し
た
。

　
　
ま
た
、
町
長
車
の
購

入
が
、
半
導
体
不
足
な
ど

の
影
響
に
よ
り
期
間
を

要
す
る
こ
と
か
ら
、
令
和

５
年
度
か
ら
７
年
度
ま
で

の
３
年
間
、
限
度
額
を

９
６
０
万
円
と
定
め
、
債

務
負
担
行
為
に
追
加
し
た
。

予　
算

予　
算

議
員
提
出

議
員
提
出

議　
　
案

議　
　
案

提案理由を説明する馬場議会運営委員長提案理由を説明する馬場議会運営委員長

児童生徒みらい基金積立金　４５００万円
　基金を活用し、小中学校、児童クラブ、

町民図書室に令和５年度から10年計画
で図書を整備していきます。

事業所物価高騰対策支援金　９０６１万円
　原油価格と物価高騰の影響を受けている町内事業所の

経費負担を緩和するため、従業員数に応じて10万円か
ら20万円を支援します。申請期間は10月23日から令和
６年２月26日まで。

特別プレミアム商品券発行事業　８４３６万円
　7500円分の商品券を5000円で購入できます。販売部数

は３万セット。11月11日から販売します。

令和５年度一般会計補正予算（第３号）の主な内容
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主な議案（第 119 回定例会）

条　
例

条　
例

↙
予
算
の
つ
づ
き

■
令
和
５
年
度
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

▼
　
令
和
４
年
度
の
事
業

費
確
定
に
伴
い
、
国
や
県

な
ど
へ
の
介
護
保
険
給
付

費
の
返
還
金
の
増
額
な

ど
、
保
険
事
業
勘
定
の

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

１
億
６
７
０
万
２
千
円
を

追
加
し
、
予
算
の
総
額
を

29
億
１
４
５
０
万
５
千
円

と
し
た
。

■
令
和
５
年
度
病
院
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
　
事
業
費
の
確
定
に

伴
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
入
院
患

者
病
床
確
保
事
業
費
補

助
金
の
返
還
金
を
増
額

す
る
た
め
、
収
益
的
収

入
及
び
支
出
予
定
額
の

総
額
に
１
０
９
万
２
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を

12
億
４
０
５
０
万
円
と
し

た
。

陳　
情

陳　
情

■
南
部
町
手
話
言
語
条
例
の

制
定

▼
　
手
話
は
言
語
で
あ
る
と

■
南
部
町
児
童
生
徒
み
ら
い

基
金
条
例
の
制
定

▼
　
下
名
久
井
出
身
の
工

藤
正
氏
か
ら
、
町
内
児
童

生
徒
の
教
育
振
興
に
使
っ

て
欲
し
い
と
自
身
の
持
株

１
万
株
を
町
に
寄
附
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
教
育
振

興
の
目
的
を
達
成
す
る
た

め
、
基
金
条
例
を
制
定
し

た
。

■
南
部
町
名
久
井
岳
財
産
区

管
理
会
委
員
の
選
任

▼
松
本
福
松
氏
（
上
名
久
井
）

小
澤
田
晃
氏
（
高
瀬
）

四
戸
武
彦
氏
（
高
瀬
）

中
村
一
雄
氏
（
上
名
久
井
）

宮

木

久

氏
（
上
名
久
井
）

【
任
期
】

　
令
和
５
年
12
月
１
日
か
ら

　
令
和
９
年
11
月
30
日
ま
で

■
「
中
小
企
業
支
援
策
の
拡

充
に
よ
る
最
低
賃
金
の
改

善
を
求
め
る
意
見
書
」
の

採
択
を
求
め
る
陳
情
書

【
提
出
者
】

　
青
森
県
労
働
組
合
総
連
合

　
議
長
　
奥
村
榮

【
趣
旨
】

　
　
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
や

物
価
高
騰
は
、
住
民
の
生

活
を
圧
迫
し
深
刻
さ
を
増

し
て
い
る
。
賃
金
が
最
低

賃
金
近
傍
で
働
く
労
働
者

を
中
心
に
雇
用
と
賃
金
の

不
安
が
広
が
っ
て
お
り
、

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価

高
騰
は
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
経
営
に
も
打

撃
を
与
え
て
い
る
。

　
　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
中

小
企
業
支
援
策
の
拡
充
を

進
め
つ
つ
、
最
低
賃
金
を

引
き
上
げ
る
た
め
、
国
に

対
し
て
意
見
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

▽　
産
業
建
設
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
。

▽　

最
低
賃
金
の
段
階
的

な
引
き
上
げ
を
実
現
す
る

と
と
も
に
、
最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
を
円
滑
に
実
施

す
る
た
め
に
は
、
政
府
に

よ
る
中
小
企
業
支
援
策
の

拡
充
が
必
要
不
可
欠
で
あ

り
、「
採
択
す
べ
き
も
の
」

と
審
査
結
果
を
報
告
。

▽　
本
会
議
に
お
い
て
、
全

会
一
致
で
「
採
択
」
と
し
、

国
に
対
す
る
意
見
書
を
送

付
し
た
。

人　
事

人　
事

い
う
認
識
の
も
と
、
手
話

の
理
解
と
普
及
を
通
じ
て

全
て
の
人
々
が
共
生
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
に
寄

与
す
る
た
め
、
条
例
を
制

定
し
た
。

委員会の審査報告を行う根市産業建設常任委員長委員会の審査報告を行う根市産業建設常任委員長

議会閉会後には傍聴に訪れた青森県ろうあ協会員らと手話やろう者のことを心に議会閉会後には傍聴に訪れた青森県ろうあ協会員らと手話やろう者のことを心に
留めていますという意味を含んだ共通サインをしながら記念撮影をおこないました留めていますという意味を含んだ共通サインをしながら記念撮影をおこないました
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議案に対する主な質疑
■
決
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
消
防
費
）

【
問
】　

河
川
監
視
カ
メ
ラ

点
検
保
守
業
務
、
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
電
源
切

替
盤
等
整
備
業
務
の
内
容

は
。
ま
た
、
河
川
監
視
カ

メ
ラ
シ
ス
テ
ム
更
新
業
務

１
５
０
０
万
円
の
内
容
と

契
約
方
法
は
。

工
藤
正
孝　
議
員

【
総
務
課
長
答
弁
】

　
　
河
川
監
視
カ
メ
ラ
点
検

保
守
業
務
は
、
監
視
カ
メ

ラ
が
正
常
に
稼
働
す
る
よ

う
保
守
点
検
を
委
託
し
て

い
る
。
カ
メ
ラ
は
町
内
３

か
所
に
設
置
し
て
い
る
。

　
　
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ

ム
電
源
切
替
盤
等
整
備
業

務
は
、
停
電
の
際
で
も
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
が
停
止
し
な
い

よ
う
設
置
し
て
い
る
無
停

電
装
置
に
不
具
合
が
あ
っ

た
た
め
、
改
修
し
た
。

　
　
河
川
監
視
カ
メ
ラ
シ
ス

テ
ム
更
新
業
務
は
、
オ
ペ

レ
ー
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

の
サ
ポ
ー
ト
期
限
が
終
了

し
た
こ
と
に
伴
い
、
サ
ー

バ
ー
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

機
器
の
更
新
を
行
っ
た
。

　
　
契
約
方
法
は
、
シ
ス
テ

ム
導
入
業
者
と
１
者
随
意

契
約
を
締
結
し
実
施
し
た
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
・
消
防
費
）

【
問
】　

消
防
団
員
報
酬
の

不
用
額
８
１
７
万
円
の
原

因
は
。八

木
田
憲
司　
議
員

【
総
務
課
長
答
弁
】

　
　
令
和
４
年
度
は
、
火
災

や
水
害
な
ど
で
の
出
動
件

数
が
減
少
し
た
た
め
、
不

用
額
が
発
生
し
た
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
）

【
問
】　

後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
は
年
金
か
ら
徴
収

さ
れ
る
と
思
う
が
不
納
欠

損
額
や
収
入
未
済
額
が
発

生
す
る
理
由
は
。

西
野
耕
太
郎　
議
員

【
税
務
課
長
答
弁
】

　
　
年
金
か
ら
の
徴
収
を
行

え
る
要
件
か
ら
外
れ
、
窓

口
や
口
座
振
替
で
の
納
付

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
●
本
会
議

●
決
算
特
別
委
員
会

と
な
っ
た
被
保
険
者
の
方

の
未
納
に
よ
り
発
生
し
た
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
病
院

事
業
会
計
）

【
問
】　

病
床
使
用
率
が
低

い
要
因
は
。
ま
た
、
病
院

の
経
営
に
つ
い
て
検
討
す

る
組
織
な
ど
は
あ
る
の
か
。

中
舘
文
雄　
議
員

【
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
長
答
弁
】

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
り
患
し
た
方
の
受
け
入

れ
に
備
え
て
、
病
床
を
確

保
し
て
お
り
、
病
床
使
用

率
が
低
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
病
院
の
経
営
に
関
し
、

月
１
回
運
営
会
議
を
実
施

し
て
い
る
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
病
院

事
業
会
計
）

【
問
】　

医
師
が
２
名
増
え

て
い
る
が
、
外
来
患
者
数

が
減
少
し
て
い
る
原
因

は
。
ま
た
、
外
来
に
お
い

て
、
１
人
１
日
当
た
り
の

診
療
収
入
が
１
千
円
増
え

て
い
る
要
因
は
。

工
藤
愛　
議
員

【
医
療
セ
ン
タ
ー
事
務
長
答
弁
】

　
　
内
科
で
は
、
発
熱
外
来

の
受
診
が
増
え
た
こ
と
に

よ
り
患
者
数
が
増
加
し
て

い
る
。
し
か
し
、
２
か
月

間
皮
膚
科
を
休
診
し
た
た

め
、
全
体
の
患
者
数
が
減

少
し
て
い
る
。

　
　
発
熱
外
来
受
診
に
よ
る

検
査
費
用
の
増
に
よ
り
診

療
収
入
が
増
加
し
て
い
る
。

■
令
和
５
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

【
問
】　

土
木
費
の
修
繕
料

２
５
０
０
万
円
の
用
途
は
。

中
舘
文
雄　
議
員

【
建
設
課
長
答
弁
】

　
　
側
溝
の
蓋
や
路
肩
の

修
繕
の
ほ
か
、
通
行
に
支

障
と
な
る
倒
木
の
除
去
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
修
繕
な

ど
を
行
う
。

火災・災害発生件数の推移

件数は、１月から12月で集計しています。

0

10

20
火災

災害

R4R3R2R1H30

7件7件7件

1件1件1件 2件2件2件
5件5件5件

8件8件8件 8件8件8件
9件9件9件

11件11件11件

17件17件17件

10件10件10件

河川監視ライブカメラ
　町では、平常時や氾濫時の河川水位を確認す
るため、町内に３か所、ライブカメラを設置し
ています。
　ライブカメラの映像は、南部町
ホームページからご覧いただくか、
QRコードからもご覧いただけます。
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一  般  質  問ここが聞きたい！一般質問！ここが聞きたい！一般質問！
質　
問　
第
２
次
南
部
町
総

合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画

の
基
本
目
標
で
あ
る
「
協
働

と
参
画
に
よ
り
町
民
が
主
役

に
な
る
ま
ち
」
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
主
権
者
教
育
が

重
要
で
あ
る
。
若
者
が
町
政

に
関
心
を
持
ち
、
自
ら
の
意

見
を
発
表
す
る
場
を
保
障
す

る
こ
と
は
、「
こ
ど
も
が
ま

ん
な
か
の
社
会
」
の
実
現
に

も
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と

考
え
、
次
の
質
問
を
す
る
。

①
町
内
の
学
校
に
お
け
る
主

権
者
教
育
の
取
り
組
み
は
。

②
若
者
の
意
見
を
行
政
に
生

か
す
仕
組
み
は
。

③
町
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
登
録

者
数
の
推
移
と
活
用
方
針
は
。

教
育
長
答
弁

①
生
活
科
や

総
合
的
な
学
習
の
時
間
な
ど

で
、
租
税
教
室
や
模
擬
選

挙
、
町
議
会
の
見
学
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
環

境
保
全
や
少
子
高
齢
化
な

ど
、
身
近
な
社
会
問
題
と
の

関
わ
り
を
考
え
、
解
決
策
を

話
し
合
う
な
ど
、
社
会
で
起

き
て
い
る
事
柄
に
興
味
関
心

を
持
ち
、
社
会
の
形
成
に
参

画
す
る
基
礎
を
培
う
学
習
を

行
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
学
習
で
は
、
何

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
を

意
識
し
て
指
導
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、
児
童
生
徒
の

発
達
段
階
に
応
じ
た
主
権
者

主
権
者
教
育
の
取
り
組
み
は

主
権
者
教
育
の
取
り
組
み
は

各
業
種
に
対
す
る
補
助
事
業
の
実
施
や
関
係
団

各
業
種
に
対
す
る
補
助
事
業
の
実
施
や
関
係
団

体
と
協
力
し
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る

体
と
協
力
し
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る

問問答答

工 藤 愛 議 員

教
育
を
進
め
て
い
る
。

町
長
答
弁

②
若
者
に
限
ら

ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
皆

さ
ま
か
ら
ご
意
見
、
ご
要
望

を
伺
う
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
各
団
体
や
町
内
会
な
ど

の
会
合
に
出
席
し
、
キ
ャ
ッ

チ
ボ
ー
ル
対
話
に
よ
り
意
見

交
換
を
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
反
映
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
ど
も
基
本
法
で
は
、
年

齢
や
発
達
の
程
度
に
応
じ
た

子
ど
も
の
意
見
表
明
機
会
の

確
保
と
意
見
の
尊
重
が
基
本

理
念
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
こ

ど
も
施
策
の
策
定
な
ど
に
当

た
っ
て
は
、
子
ど
も
の
意
見

反
映
に
係
る
措
置
を
講
じ
る

こ
と
を
、
義
務
づ
け
る
規
定

が
設
け
ら
れ
た
。

　
こ
ど
も
家
庭
庁
で
は
、
子

ど
も
の
意
見
反
映
に
関
す
る

行
政
職
員
の
理
解
、
実
践
に

向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策

定
を
予
定
し
て
い
る
。

　
町
で
も
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
踏
ま
え
、
来
年
度
に
策
定

予
定
の
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
計
画
」
を
は
じ

め
、
こ
ど
も
施
策
の
推
進
に

当
た
っ
て
子
ど
も
や
若
者
の

意
見
反
映
に
関
す
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

③
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
登
録
者
数
は
左

表
の
と
お
り
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ツ
ー
ル
は
そ
れ
ぞ

れ
特
徴
が
あ
る
た
め
、
発
信

す
る
情
報
内
容
に
応
じ
て
最

大
限
の
効
果
が
期
待
で
き
る

Ｓ
Ｎ
Ｓ
ツ
ー
ル
を
活
用
し

高
齢
者
に
や
さ

高
齢
者
に
や
さ

し
い
情
報
発
信
を

し
い
情
報
発
信
を

問問

見
や
す
い
文
字

見
や
す
い
文
字

や
色
を
積
極
的
に
採

や
色
を
積
極
的
に
採

用
し
て
い
く

用
し
て
い
く

答答 て
、
引
き
続
き
多
面
的
な
情

報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

報
紙
を
設
置
す
る
考
え
は
。

町
長
答
弁

①
②
広
報
な
ん

ぶ
ち
ょ
う
で
は
、
視
認
性
に

優
れ
て
い
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
を
採
用

し
て
お
り
、
掲
載
内
容
の
確

認
と
と
も
に
、
色
彩
に
よ
る

見
え
づ
ら
さ
が
な
い
か
な
ど

の
確
認
も
行
っ
て
い
る
。

　
今
後
、
チ
ラ
シ
な
ど
の
印

刷
物
で
も
、
積
極
的
に
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン

ト
を
採
用
し
て
い
く
。

③
広
報
な
ん
ぶ
ち
ょ
う
は
、

町
内
の
全
世
帯
に
配
布
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
町
内
会

加
入
・
未
加
入
を
問
わ
ず
、

行
政
員
を
通
じ
た
配
布
や
役

場
な
ど
の
公
共
施
設
か
ら
持

参
い
た
だ
い
て
い
る
。
行
政

員
が
不
在
の
地
区
で
は
、
役

場
か
ら
直
接
配
布
し
て
お

り
、
町
内
の
全
世
帯
に
配
布

し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　
公
共
性
の
高
い
場
所
へ
の

設
置
は
、
町
外
か
ら
の
来
訪

者
用
と
し
て
、
今
後
検
討
し

て
い
く
。

SNS 名 人数
エックス 1677人
インスタグラム 341人
フェイスブック 162人
ユーチューブ 129人

質　
問　
高
齢
化
率
が
40
％

に
迫
る
中
、
今
後
ま
す
ま
す

心
身
の
不
調
に
配
慮
し
た
環

境
を
整
え
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
そ
の
一
つ
と
し

て
、
行
政
情
報
を
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
広
報
紙
の
デ
ザ
イ
ン

や
配
布
方
法
に
関
し
、
次
の

質
問
を
す
る
。

①
高
齢
者
に
配
慮
し
た
情
報

発
信
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

い
る
の
か
。

②
広
報
紙
に
、
見
え
づ
ら
さ

に
配
慮
し
た
方
法
を
採
用
す

る
考
え
は
。

③
町
内
会
へ
加
入
し
て
い
な

い
方
へ
広
報
紙
を
届
け
る
方

法
と
し
て
、
駅
や
バ
ス
な
ど

の
公
共
性
が
高
い
場
所
に
広

SNS の登録者数
（8 月 14 日時点）
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常任委員会報告

常任委員会の調査結果報告常任委員会の調査結果報告
常任委員会常任委員会合同視察研修合同視察研修
　令和５年８月７日、８日に常任委員会合同視察研修を行い、群馬県みどり市と埼玉県白岡市を
訪問し、視察結果を次のとおりまとめました。

出土品の展示及び管理について出土品の展示及び管理について調調 査査

⇒　大間々地域の資料を展示してい
る大間々博物館の視察を行った。大
間々博物館は、旧大間々銀行本館を
改修し、自然・歴史・民俗を総合的
に展示する博物館として運営している。
　改修は最低限にとどめ、旧大間々
銀行の外観を生かした施設となって
いる。常設展示のほか、「みどり市
内埋蔵文化財Web公開システム」
でも出土品を見ることができる。

果果結結

農産物直売所の運営について農産物直売所の運営について調調 査査

学校部活動の学校部活動の
地域連携・地域クラブ活動への移行について地域連携・地域クラブ活動への移行について

調調 査査

⇒　みどり市が運営している東町農産
物直売所では、地元農業者の高齢化
に伴い直売所への出品を取りやめる
方もいるが、地域おこし協力隊等の
新たな出品者もいるため、出品者数
は横ばいとなっている。販売額を増
加させるため、商品や売上等を管理
するPOSシステムを導入し、分析と
対策の検討を実施している。

果果結結

⇒　白岡市では、市内に４つの中学校があり、先行して２つの中学校でクラブ活
動の地域移行を行い、翌年、２つの中学校が追いかける形で地域移行を行った。
　当初、地域クラブをＰＴＡのＯＢ
を母体とした組織に委託し実施して
いたが、市内全体の部活動を担うと
なると負担が大きく、請け負いでき
ないことから、現在は民間企業に地
域クラブの運営管理や指導者の確保
を委託している。最終的には民間企
業のノウハウを地域の団体に引継ぎ、
地域で持続可能な活動になるよう努
めていくこととしている。

果果結結

大間々博物館での視察の様子大間々博物館での視察の様子

みどり市役所で担当課から説明を受けるみどり市役所で担当課から説明を受ける

白岡市役所で担当課から説明を受ける白岡市役所で担当課から説明を受ける
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常任委員会報告

総務企画総務企画常任委員会常任委員会 委員長：中舘文雄　副委員長：工藤正孝
委 員：川守田稔、松本啓吾

　令和５年７月５日に町担当課の説明を受け調査し、次のとおり意見をまとめました。

人口減少対策について人口減少対策について調調 査査

⇒　各課それぞれが人口減少対策に向けた取組みを実施しており、特に、子育て
に関して、高校生まで切れ目のない支援を行っている。今後は、各課が連携し
ながら人口減少対策を検討し、町全体としての施策を実施していく必要がある
と考える。
⇒　南部町の魅力や、子育て支援をはじめとした町の施策を広く周知するため、
ＳＮＳ等を活用したＰＲを検討していく必要があると考える。ホームページでは、
移住希望者が欲しいと思う情報を集めたページを作るなど、見せ方を工夫する
必要があると考える。

果果結結

産業建設産業建設常任委員会常任委員会 委員長：根市勲　副委員長：西野耕太郎
委 員：沼畑俊一、八木田憲司、滝田勉

　令和５年７月７日に町担当課の説明を受け調査し、次のとおり意見をまとめました。

太陽光発電施設実施箇所について太陽光発電施設実施箇所について調調 査査

⇒　無秩序に山林を伐採し太陽光発電施設を設置することは、土砂災害等の災害
を引き起こす危険性を高めることから、届出の必要のない軽微な太陽光発電施
設であっても所在を把握しておく必要があると考える。

果果結結

町営市場の運営状況について町営市場の運営状況について調調 査査

⇒　生産者が市況を見て出荷時期を検討することができるよう、生産者に分かり
やすく市況を知らせる取組みをしていく必要があると考える。
⇒　野菜・果物等を出荷する際の容器について、運搬時の負担軽減や容器に係る
経費削減に向け検討していく必要があると考える。

果果結結

教育民生教育民生常任委員会常任委員会 委員長：山田賢司　副委員長：工藤愛
委 員：馬場又彦、夏堀文孝、坂本典男、久保利樹

　令和５年７月14日に町担当課の説明を受け調査し、次のとおり意見をまとめました。

（仮称）展示収蔵施設について（仮称）展示収蔵施設について調調 査査

⇒　現在の整備計画では、展示スペースが少ないのではないかと考える。南部支
所周辺の公共施設の活用も視野に入れ、整備計画を検討していく必要があると
考える。
　また、展示収蔵施設内に観光案内所を設置する等、町全体の観光名所を案内で
きるような仕組みづくりを検討していく必要があると思われる。

果果結結

小中学校の現状と課題について小中学校の現状と課題について調調 査査

⇒　通学や部活動について、児童生徒や保護者の声を担当課で把握する仕組みづ
くりをしていく必要があると考える。特に通学に関しては、ＩＣＴを活用した
定期的なアンケートを実施するなど、児童生徒が安全に通学できるよう随時見
直しをしていく必要があると考える。

果果結結

　　また、ふるさと南部会等、青森県出身者や南部町出身者と協力してＰＲして
いくことも重要であると考える。
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①９番 ②３期 ③72歳
④無所属 ⑤高瀬

馬　場　又　彦馬　場　又　彦
①15番 ②８期 ③69歳
④無所属 ⑤沖田面

町の歴史・文化・伝統を
後世に伝えていきます！

山　田　賢　司山　田　賢　司
①10番 ②４期 ③64歳
④無所属 ⑤剣吉

人口減少社会の中で、地
域活力を維持する活動に
取り組んでいきます。

坂　本　典　男坂　本　典　男
①７番 ②３期 ③64歳
④無所属 ⑤杉沢

住みよい南部町を目指し
てガンバリます。

松　本　啓　吾松　本　啓　吾
①５番 ②３期 ③44歳
④無所属 ⑤鳥舌内

意思のある処に必ず道は
あると信じ、持続可能な
町づくりに邁進します。

小　橋　昭　裕小　橋　昭　裕
①３番 ②１期 ③56歳
④無所属 ⑤杉沢

皆様の声を形にし、夢あ
る未来のために精進いた
します。

沼　畑　俊　吉沼　畑　俊　吉
①１番 ②１期 ③50歳
④無所属 ⑤相内

郷土を愛し、感謝と挑戦
の心で豊かな町づくりに
努めます。

　
こ
の
た
び
、
南
部
町
議
会
副
議

長
に
推
挙
さ
れ
、
身
に
余
る
光
栄

で
あ
り
、
そ
の
重
責
に
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
も
と
よ
り
浅
学
非
才
な
私
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
工
藤
議
長
の
良

き
補
佐
役
と
し
て
、
公
正
で
円
滑

な
議
会
運
営
を
心
が
け
て
ま
い
り

ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
の
皆
さ
ま
が
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を
目
指

し
、
教
育
・
産
業
・
農
業
・
観
光

の
振
興
、
や
さ
し
い
町
・
つ
よ
い

町
・
か
が
や
く
町
の
実
現
に
向
け

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

西　野　耕太郎西　野　耕太郎
副議長

１６人の決意！１６人の決意！

中　舘　文　雄中　舘　文　雄
①12番 ②４期 ③78歳
④無所属 ⑤鳥谷
町民の声を大事に議会改
革に取組むと共に町政の
課題解決のため頑張ります。



広報なんぶちょう 11月号33 広報なんぶちょう 11月号33

八木田　憲　司八木田　憲　司
①11番 ②４期 ③70歳
④無所属 ⑤苫米地

町民の声に耳を傾け、住
み良い南部町になるよう
頑張っていきます。

①13番 ②５期 ③60歳
④無所属 ⑤大向

工　藤　正　孝工　藤　正　孝

新たな４年間へ！新たな４年間へ！

議　長

夏　堀　剛　充夏　堀　剛　充
①２番 ②１期 ③52歳
④無所属 ⑤小泉

安心して暮らせる南部町
を目指します。

工　藤　　愛工　藤　　愛
①４番 ②２期 ③40歳
④無所属 ⑤大向

わかる議会、丁寧な議論
に努めてまいります。

久　保　利　樹久　保　利　樹
①６番 ②３期 ③44歳
④無所属 ⑤下名久井

農・商・工の若い世代の
人材育成と圏域市町村の
同世代との連携。

滝　田　　勉滝　田　　勉
①８番 ②３期 ③64歳
④無所属 ⑤苫米地

皆様のご意見に真摯に向
き合い行動し、郷土のた
めに精一杯がんばります。

根　市　　勲根　市　　勲
①14番 ②５期 ③78歳
④無所属 ⑤平

町民の声を町政に届け、
町民と一緒になって町づ
くりを進めていきます。

川守田　　稔川守田　　稔
①16番 ②10期 ③62歳
④無所属 ⑤剣吉

地域が持つ可能性に付加
価値を持たせる視点を大
切にしてゆきます。

　
こ
の
た
び
、
議
員
多
数
の
ご
推

挙
を
い
た
だ
き
南
部
町
議
会
議
長

に
就
任
す
る
こ
と
と
な
り
、
身
に

余
る
光
栄
と
責
任
の
重
大
さ
を
痛

感
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
が
続

く
な
ど
、
当
町
に
お
い
て
も
課
題

は
山
積
し
て
お
り
、
議
会
と
行
政

が
一
丸
と
な
っ
た
町
政
運
営
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
議
員
は
、
町
民
の
声
を

町
政
に
反
映
さ
せ
、
町
の
発
展
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
４
期
16

年
の
経
験
を
生
か
し
、
町
長
が
掲

げ
た
事
業
を
最
大
限
後
押
し
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①議席番号②通算任期
③年齢④政党⑤住所

※年齢は、令和５年10月
13日現在

※当選回数は、旧町村議会
の当選回数も通算
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主な議案（第 120 回臨時会）

臨臨 時時 会会第120回南部町議会第120回南部町議会
10 月13 日10 月13 日

議会の新体制がスタート議会の新体制がスタート！！

総務企画常任委員会
（５人）

【委員長】　滝 田 勉
【副委員長】　西野耕太郎
【 委 員 】　川 守 田 稔／根 市 勲／沼 畑 俊 吉
【所管業務】　総務、企画、財政、税務、出納、監査、選挙、地方創生に

関する事項のほか、他の常任委員会の所管に属しない事項
を所管します。

産業建設常任委員会
（５人）

【委員長】　山 田 賢 司
【副委員長】　坂 本 典 男
【 委 員 】　工 藤 正 孝／八木田憲司／松 本 啓 吾
【所管業務】　農林、畜産、水産、農地、土木、建設、商工、観光、市場、

その他の産業・建設に関する事項を所管します。

教育民生常任委員会
（６人）

【委員長】　馬 場 又 彦
【副委員長】　中 舘 文 雄
【 委 員 】　久 保 利 樹／工 藤 愛／小 橋 昭 裕／夏 堀 剛 充
【所管業務】　教育、民生、福祉、健康、環境、衛生、病院、その他の教

育・民生に関する事項を所管します。

議会運営委員会
（６人）

【委員長】　八木田憲司
【副委員長】　久 保 利 樹
【 委 員 】　馬 場 又 彦／山 田 賢 司／滝 田 勉／松 本 啓 吾
【所管業務】　議会が円滑に運営できるように、会議の進め方などを協議

します。

図書室運営委員会
（６人）
※議会広報編集委員会
を兼任

【委員長】　久 保 利 樹
【副委員長】　松 本 啓 吾
【 委 員 】　工 藤 愛／小 橋 昭 裕／夏 堀 剛 充／沼 畑 俊 吉
【所管業務】　議会だよりの発行、国・県などの刊行物の収集、町議会会

議録の保管などを行います。

三戸地区環境整備事務
組合議会議員（７人）

八木田憲司／山 田 賢 司／西野耕太郎／滝 田 勉／坂 本 典 男／
松 本 啓 吾／工 藤 愛

八戸地域広域市町村圏
事務組合議会議員（１人） 中 舘 文 雄

田子高原事務組合議会
議員（２人） 馬 場 又 彦／久 保 利 樹

監査委員（１人） 坂 本 典 男

◇常任委員会

◇議会運営委員会、一部事務組合など

第120回臨時会で決定した常任委員会や一部事務組合議会の議員をご紹介します。
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議会活動報告など

　
朝
晩
の
冷
え
込
み
が
厳
し

さ
を
増
し
、『
鍋
』
が
ま
す

ま
す
美
味
し
い
季
節
が
訪
れ

ま
す
。
11
月
19
日
に
は
、
あ

お
も
り
鍋
自
慢
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
鍋
を
囲
み
、
ご
家
族

や
友
人
と
過
ご
す
ひ
と
と
き

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
９
月
の
南
部
町
議

会
議
員
一
般
選
挙
を
終
え
、

新
た
な
議
会
の
体
制
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
も
新
た
な
編

集
委
員
と
な
り
、
今
月
号
よ

り
活
動
し
て
い
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議会傍聴
　10月4日、県立名久井農業高校の生徒２名が、
町役場にインターンシップに訪れ、聖寿寺館跡で
の発掘体験や防災無線の入力体験などを行いました。
　議会では、町議会の概要説明や条例が制定され
るまで流れを説明し、その後、議場の見学を行い
ました。
　初めて入る議場に緊張しながら、熱心に議会に
ついて勉強していました。
　ぜひ、議会傍聴にもお越しください。

　議会議員一般選挙後、初めての定例会である12
月定例会は、11月28日に開会する予定です。
　傍聴席には限りがありますので、団体で傍聴す
る際は議会事務局までお問い合わせください。
　傍聴席入口に傍聴人受付簿を用意しております
ので、傍聴される方は受付簿を記入のうえ、傍聴
席にお入りください。詳しい議会日程は、町ホー
ムページでご確認いただけます。

☎0178-38-5971

三戸地区環境整備事務組合 田子高原広域事務組合 八戸地域広域市町村圏
事務組合

一部事務組合とは

共同で運用する葬祭場共同で運用する葬祭場 防災訓練の様子防災訓練の様子畜産に関する研修などを実施している畜産に関する研修などを実施している

　ごみ・し尿処理、葬祭場の運
営などに関する事務を共同で行
うため設置されています。

【構成町村】
三戸町、田子町、南部町

　田子高原地区牧野の設置、管
理に関する業務を共同で行うた
め設置されています。

【構成町村】
田子町、三戸町、南部町、五戸
町、新郷村

　消防、ごみ・し尿処理、介護
福祉などに関する業務を市町村
共同で行うために設置されてい
ます。

【構成市町村】
八戸市、三戸町、五戸町、
田子町、
南部町、
階上町、
新郷村、
おいらせ町

議会の概要を勉強！

議場を見学する名久井農業高校の生徒議場を見学する名久井農業高校の生徒議会を傍聴する南部ロータリークラブの皆さま議会を傍聴する南部ロータリークラブの皆さま



まき　あゆり ちゃん
（剣吉）

ひがし　ゆみ ちゃん
（高瀬）

とりい　あきと ちゃん
（大向）

しまもり　とあ ちゃん
（福田）

やまだ　りん ちゃん
（平）

むし歯ゼロのむし歯ゼロの 元  元気な んぶっこなんぶっこ
（７月20日 ３歳児健康診査）（７月20日３歳児健康診査）

クラウド気象観測機farmo

気象観測　復活！
微気象データの農業利用へ向けて

名農高では開校以来、学校の前身である青森
県苹

へ い か

果試験場県南分場から地域（旧名川町）の
気象観測を引き継いできました。農場管理室に
は約70年におよぶ観測記録が残っています。

現在ほど観測機器が発達していなかった当時
は、手作業による記録で365日休むことなく行
われていたそうです。残念ながら13年前の馬淵
川氾濫で観測機一式が壊れ、記録は途絶えてし
まいました。しかし、異常気象が頻発する今だ
からこそ、このような微気象データの蓄積と解
析が必要であると考え、今年5月、「クラウド気
象観測機farmo」を導入しました。観測項目は、

気温や湿度、照度、降雨量、風速、風向、気圧で、
導入機器はスマホアプリとも連動しており、い
つでもどこでも確認することができます。今後
はこのデータの活用方法を検討していきます。

同校に残る観測記録
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